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は じ め に

校 長 生田 視義

本校は、全国初の理数科単科高校として平成１６年に開校し、当初から教育特区の認定を受

け、学校設定科目「探究科学」をはじめとする特色あるカリキュラムで理数教育を推進してき

ました。平成２３年度には文部科学省から第１期５年間のスーパーサイエンスハイスクール（Ｓ

ＳＨ）の指定を受け、さらに特色ある理数教育を充実・発展させるべく、生徒にとっても魅力

ある様々な教育活動を展開し、取り組んできました。そして今年度からは、第２期５年間の指

定を受け、対象を全生徒に拡大し、全教員で取組を進めています。

本校はＳＳＨの研究開発課題のテーマとして、「科学のアトリエ‐奈良から世界へ翔る科学

技術系グローバル人材育成プログラム‐」を掲げ、社会の変化に主体的に対応する柔軟性を有

し、グローバルな視点とローカルな視点の双方から物事をとらえることができ、豊かな創造性

による科学技術イノベーションをもたらす人材の育成を目指しています。その達成のために次

の ～ の３つのプログラムを設定し、具体的な取組を進めています。

青翔スパイラルアップ・プログラム

自ら探究する力、伝え合う力の育成をめざす創造性を重視した発展・伸長型探究プロ

グラム 。

関連科目：スーパー探究科学

青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム

世界に視野を広げ、国際社会で役立つ英語を使いこなせるコミュニケーション能力、

情報発信能力の育成をめざす国際教育プログラム。

関連科目：スーパーサイエンス英語、グローバルコミュニケーション

青翔エクスペリエンス・ラーニング・プログラム

体験を通して、知識と技能の確実な習得と、その深化、総合化をめざす理数教育プロ

グラム。

関連科目等：スーパーアナライズ数学、スーパーロジック国語、青翔アラカルト・ワ

ークショップ

本校独自の取組である「地域とともにある学校づくり」、「国際交流（タイ姉妹校との交流、

アメリカ研修）」等においても関係者、諸機関との連携を深め、意義ある教育活動を展開して

います。特にタイ姉妹校との交流は４年目となりましたが、本校生がタイの「 ‐ 」に

参加したり、タイの生徒さんにホームステイを体験してもらったり、ますます充実しています。

また、今年度から実施したアメリカ西海岸研修では、ＮＡＳＡやボーイング社等の最先端の科

学に触れ、現地の高校との交流も行うことができました。

また、平成２６年４月に開校した、併設の県立青翔中学校においても、本校の理数科教育の

取組と成果、ＳＳＨ指定による研究成果等を活かして、中学校における理数教育の一層の拡充

を図っています。

この実施報告書は、平成２８年度における本校の取組の紹介とともに、研究成果や課題等を

まとめたものです。多くの方々にご覧いただき、ご批評やご助言を頂戴できればと願うところ

です。

最後になりましたが、本年度、ご指導、ご支援賜りました運営指導委員の皆様をはじめ、連

携いただいた大学、企業の皆様方に対しまして、厚く御礼申し上げます。
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成 研究開発実施  

 
研究開発課題  

の る 成

研究開発課題に「アトリエ」としたのは、 ・ 術などの人 の 産から、 しいものを生み
す する体験を、科学研究を して実 さ たいと考えるからである。 
研究開発の   

以下の３つの体験重 教育プロ ラ を体系的に つ て推進する。

（１）自ら探究する力、 え 力の育成をめざす 性を重 した発展・ 長 探究プロ ラ

（ ）に係る学校設定科目「スーパー探究科学」と れに関

わる のさらなる研究及 実 を行 。

（２） に 野を げ、国際社会で 立つ英語を いこな るコミ ーション 力、情報発

力の育成をめざす国際教育プロ ラ （

）に係る たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」及 「 ローバルコミ ーシ

ョン」の研究及 実 を行 。

（３）体験を して、知識と技 の確実な習 と、 の ・ をめざす理数教育プロ ラ

（ ）に係る学校設定科目「スーパーアナライ

ズ数学」及 「スーパーロ ック国語」、課外活動プロ ラ 「青翔アラカルト・ワークショ

ップ」の研究と実 を行 。 
成 実施   

第１学年３クラスの 、１クラス（40 名）を「スーパーサイエンスコース」（以下、「ＳＳ

コース」とい ）、２クラス（80 名）を「理数コース」として、 学者を選 するが、平成 27 年

度 学生徒（ ２年生）以 は、いずれのコースの生徒もＳＳＨの主対象とする。これら全生徒を

対象に、学校設定科目「スーパー探究科学」（第１学年２ 、第２学年２ 、第３学年２ ）、

「スーパーアナライズ数学」（第１学年２ ）、「 ローバルコミ ーション」（第３学年

１ ）を必 修科目として設定する。「ＳＳコース」と「理数コース」との違いは、 者が本校

の研究開発の目的の１つとしている ローバルな 点とローカルな 点の 方から 事をとらえ

る人 育成をより 体 している点である。つまり、「ＳＳコース」では、「スーパーサイエンス

英語」（第１学年１ 、第２学年１ ）を必 修科目として、「スーパーロ ック国語」（第

３学年２ ）を選択科目として設 するとともに、タイにある姉妹校との交流・共同研究も、本

コースの生徒を対象とする。 
研究開発   

○研究

今

年度は、ＳＳＨ第２期 年度とい こともあり、第１期で研究開発を行 た探究活動の指導

法や体験重 の理数教育についての成果を踏 し、 の研究計 を立 した。特に、主対象生

徒を学年全体に 大することで、第１期の主対象生徒である「ＳＳコース」と たに主対象とな

た「理数コース」の生徒の意識の違いや の 容について、第２期の の１つである科学技術

系 ローバル人 の育成の としての英語によるコミ ーション 力の向上について、本

校ＳＳＨ事業の成果普及の方法について、重点的に研究を行 た。 
）「青翔スパイラルアップ・プロ ラ 」の研究開発について 
・第１・２学年にお る「スーパー探究科学」について、展開内容及 評価についての検 、理数

コースにお る第１期の「探究科学」との違いの検 、大学や企業等との連携の検 。 
・独自テキスト スーパー探究科学 ・ 本 の改訂と普及。 
・「スーパーアナライズ数学」や「スーパーサイエンス英語」との体系的な連携についての検 。 
・中学校課外活動「数学探究」及 「理科探究」について、指導計 と教 の研究及 開発、課外

活動「統計」との体系的な連携についての検 、高等学校「スーパー探究科学」との体系的な

続についての研究。 
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）「青翔 ローバル・コミ ーション・プロ ラ 」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーサイエンス英語」について、展開内容や教 開発についての検 、ＡＬＴ

や外国人 学生等との連携の検 。 
・中学校英語及 の「コミ ーション英語Ⅰ」「英語表 Ⅰ」との体系的な連携について

の検 、中学校課外活動「英会 」との体系的な連携についての検 。 
・第２学年で実施する「スーパーサイエンス英語」についての指導計 と内容の研究及 開発。 
）「青翔エクスペリエンス・ラー ン ・プロ ラ 」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーアナライズ数学」について、展開内容や教 開発についての検 、情報系

大学や測量専門学校との連携の検 、第１期のＳＳコースのみに開講していた「スーパーアナラ

イズ数学」（１ ）との違いの検 、中学校数学及 の「理数数学Ⅰ」との体系的な連携

についての検 、中学校課外活動「統計」との体系的な 続についての研究。 
・課外活動「青翔アラカルト・ワークショップ（ＳＡ ）」について、講座内容や生徒の選択

についての検 、外 講師との連携や外 施設の についての研究、「スーパー探究科学」や

の教科・科目との体系的な連携についての検 、第１期の学校設定科目「スーパーフ ール

ドワーク」「スーパーものづくり」との違いの検 。  
）上 以外の取組について 
・Webペー の内容、 報の り方、成果の普及等の検 。 
・ の行事に加え、「サイエンス・ギャラリー」「探究による授業改善シン ウ 」等の内容

及 関係機関との連携。 
・タイの姉妹校への海外研修、 たに まるアメリカ西海岸への海外研修の教育効果について 

の研究。 
・ 設中学校 動向と、 れに い する内 進学生と高校 学生の数について県教委と

連携しての検討。 

）「青翔スパイラルアップ・プロ ラ 」の研究開発について 
・「スーパー探究科学」について、１年次に加えて、中学校「数学探究」「理科探究」「統計」

との体系的な 続についての検 、内 進学生と高校 学生の指導内容についての検 。  
・独自テキスト スーパー探究科学 研究・発展 の改訂と普及。 
）「青翔 ローバル・コミ ーション・プロ ラ 」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーサイエンス英語」について、１年次に加えて、中学校「英会 」との 

体系的な 続についての検 。 
・第２学年の「スーパーサイエンス英語」について、展開内容や教 開発についての検 、

Ｓ ＳフェローやＡＬＴ等との連携の検 、理科及 数学教員と連携したイマー ョン授

業に関する研究。 
・第３学年で実施する「 ローバルコミ ーション」についての指導計 と内容の研究及

開発。 
）「青翔エクスペリエンス・ラー ン ・プロ ラ 」の研究開発について 
・第１学年の「スーパーアナライズ数学」について、１年次に加えて、中学校「統計」との体系的

な 続についての検 。 
・「青翔アラカルト・ワークショップ（ＳＡ ）」について、１年次に加えて、生徒の選択講座

と「スーパー探究科学」にお る研究テーマとの関連についての検 。 
・第３学年で実施する「スーパーロ ック国語」についての指導計 と内容の研究及 開発。 
）上 以外の取組については、１年次に た研究を実施する。次年度に向 、成果と課題を

まとめる。 

）「青翔スパイラルアップ・プロ ラ 」の研究開発について 
・「スーパー探究科学」について、２年次に加えて、「 ローバルコミ ーション」や 

「スーパーロ ック国語」との体系的な連携についての検 。 
）「青翔 ローバル・コミ ーション・プロ ラ 」の研究開発について 
・第３学年の「 ローバルコミ ーション」について、展開内容や教 開発についての検

、 Ｓ ＳフェローやＡＬＴ等との連携の検 、理科及 数学科教員との連携に関する検

、海外の姉妹校との交流や共同研究についての検 。 
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）「青翔エクスペリエンス・ラー ン ・プロ ラ 」の研究開発について 
・第３学年の「スーパーロ ック国語」について、展開内容や教 開発についての検 、「ス

ーパー探究科学」との体系的な連携についての検 。 
）上 以外の取組については、２年次に た研究を実施する。次年度に向 、成果と課題を

まとめる。 

）「青翔スパイラルアップ・プロ ラ 」の研究開発について 
・「スーパー探究科学」と他のＳＳＨ関連の学校設定科目、普 教科・科目等との体系的な連携に

ついての検 のまとめ。 
・中高 続による 年 を しての探究活動についての検 のまとめ。 
・ 連携プロ ェクトについての検 。  
）「青翔 ローバル・コミ ーション・プロ ラ 」の研究開発について 
・英語関連のＳＳＨ科目と探究活動との連携についての検 のまとめ。 

 ・国際共同研究や国際学会での発表の検 。 
）「青翔エクスペリエンス・ラー ン ・プロ ラ 」の研究開発について 
・課外活動ＳＡ や数学・国語のＳＳＨ科目と探究活動の効果的な がりについての検 のま

とめ。 
）上 以外の取組については、本校でのＳＳＨ１ 年 の全ての取組の を実施し、全国的

な成果の普及を行 。 

○ 課 上の  
（１）必要となる教育課 の特 と の  

全コースにおいて、「 的な学習の時 」（３ ）及 「課題研究」（２ ）に替え、

理数科に関する高い専門性を に ることを目 とする学校設定科目「スーパー探究科学」

（第１学年・２ の １ 、第２学年・２ 、第３学年２ ）を必 修科目として設

定する。また、教科「情報」（２ ）を、学校設定科目「スーパー探究科学 （第１学年・２

の １ ）、「スーパーアナライズ数学」（第１学年・２ 必 修）で代替する。  
ＳＳコースにおいて、「コミ ーション英語Ⅰ」（第１学年・３ ）の の１ を、

「スーパーサイエンス英語」（第１学年・１ 、第２学年・１ 必 修）で代替する。  
（２）教育課 の特 に しない教育課 の  

全コースにおいて、学校設定科目「 ローバルコミ ーション」（第３学年１ ）を開

設し、生徒自らが取り組ん 研究内容を に発 する。 
ＳＳコースにおいて、学校設定科目「スーパーロ ック国語」（第３学年・２ 選択 修）

を開設し、 理的な 表 力を 。 

○ 成 の 課 の  
「平成２ 年度１ ２ ３年の教育課 表」（ ４ペー ）参  

○ 研究  
学校設定科目の授業や課外活動の一 として、また授業以外の行事として、本年度は次の取組を

実施した。

・平成 28 年 4 月 30 日 土 自 観 会「 石と の観 」（ 平山、参加生徒 40 名）

・平成 28 年 5 月 10 日 火 第 1 回 星空観望会「 ・ の星座と月・惑星」（本校、参加生徒

75 名）

・平成 28 年 6 月 7 日 火 サイエンスＧＯ（情報講座）「情報 ラルについて」（講師：大

阪工業大学准教授 山 、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 6 月 11 日 土 青翔サイエンスクエスト（対象：県内小学生、科学 ・ＳＳＨ委

員）

・平成 28 年 6 月 16 日 木 第 1 回サイエンススクエア「 発」

・平成 28 年 6 月 20 日 月  科学講 会「ブラックホールの は 」（講師：大阪教育大学

教授 、全校生徒対象）

・平成 28 年 7 月 8 日 金 サイエンスＧＯ（フェイズⅠ） 講 ：「 師の 事」他、

園見学（田 工業株式会社、第 1 学年ＳＳコース 40 名）

・平成 28 年 8 月 5 日 金 ～  6 日 土 期科学研修（西はりま天 他、参加生徒 44 名）
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・平成 28 年 8 月 8 日 月 ～  9 日 火 サイエンス・ギャラリー（阿倍野市民学習センター、

講師：京都大学教授 荒井淳一 他、本校参加生徒 46 名、他の参加

ＳＳＨ校：県立奈良高校、奈良女子大附属中等教育学校、西大和学

園高校、奈良学園高校、天理高校、和歌山県立向陽高校）

・平成 28 年 8 月 10 日 水 ～11 日 木 ＳＣＥサマーキャンプ（奈良県社会教育センター、講

師：県内ＡＬＴ5 名、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）

・平成 28 年 8 月 18 日 木 ～24 日 水 「スーパーものづくり」ロボット製作（本校、ＴＡ：大

阪工業大学大学院生、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）

・平成 28 年 9 月 23 日 金 第 2 回 星空観望会「秋の星座と惑星」（本校、参加生徒 39 名）

・平成 28 年 9 月 30 日 金 ＳＳＨ運営指導委員会（本校、運営指導委員 7 名来校）

・平成 28 年 11 月 2 日 水 第 2 回サイエンススクエア「空気の底力」

・平成 28 年 11 月 4 日 金 第 2 回サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）「ＬＥＤについて」他、工

場見学（株式会社タカトリ、第 1 学年ＳＳコース 40 名）

・平成 28 年 11 月 10 日 木 「ＳＡ数学スペシャルセミナー」三角測量実習（本校、講師：近畿

測量専門学校 石井裕介 他、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 11 月 13 日 日 ～19 日 土 ＳＳアメリカ西海岸研修（参加生徒 12 名）

・平成 28 年 11 月～平成 29 年 1 月 ウインターイルミネーション（ＳＳＨ委員）

・平成 28 年 12 月 13 日 火 サイエンスＧＯ（情報講座）「知的財産権について」（講師：大

阪工業大学准教授 五丁龍志、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 12 月 19 日 月 ～25 日 日 ＳＳタイ研修「TJ-SIF2016」等参加（参加生徒 8 名）

・平成 29 年 1 月 13 日 金 サイエンスアドバイザー（ＴＡ：奈良女子大学大学院生、奈良教

育大学大学院生、第 2 学年生徒 112 名）

・平成 29 年 2 月 8 日 水 ～12 日 日 タイ姉妹校来校（教員 4 名、生徒 8 名）

・平成 29 年 2 月 10 日 金 第 3 回サイエンススクエア「錯覚」

・平成 29 年 2 月 11 日 土 ＳＳ探究科学研究発表会（大和高田市さざんかホール、指導助言

：奈良教育大学元学長 長友恒人、奈良女子大学大学院教授 小林

毅、京都大学大学院准教授 三瀬和之、中 1～高 2 全生徒 332 名、

学校関係者・保護者 78 名） 
⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 
第 1 学年から第 3 学年までの全生徒を対象としたＳＳＨに関する意識調査を分析すると、本校

のＳＳＨに関わる学校設定科目や学校行事により、どの学年の生徒も「理科実験への興味」「問題

を解決する力」「考える力」が向上したと答えている。また、ＳＳコース（第 1 期の主対象クラス）

と理数コースとの比較では、特に顕著な違いが見られる事柄の１つに「国際性」が挙げられる。Ｓ

Ｓコースでは、海外研修や国際的な発表会への参加、英語でのアブストラクトの作成など、英語に

触れる機会が理数コースより多いため、英語の必要性や重要性を認識したのではないかと思われ

る。職業選択については、大学・公的研究機関の研究者や企業の研究者・技術者など、いずれも理

系の職業を考えている生徒が多い。特に、ＳＳコースの生徒には、ＳＳＨの取組が理系の職業選択

に強く影響を与えている。このことから、本校のＳＳＨ事業は概ね順調に進んでいるといえる。

○実施上の課題と今後の取組 
次年度は特に以下の 4 点について、重点的に取組を進める必要がある。 

（１）学校設定科目「スーパー探究科学」や中学校「理科探究」「数学探究」については、指導方

法や評価方法についてさらなる研究開発を継続するとともに、独自テキストの改訂を含め、他の

ＳＳＨ校等への成果の普及を図りたい。 
（２）学校設定科目「スーパーサイエンス英語」について、本年度の取組の成果を踏まえ、改善

点を確認することで、さらなる発展を目指す。海外研修においては、交流のみにとどまらず共

同発表・共同研究を推進したい。  
（３）学校設定科目「スーパーアナライズ数学」について、中学校「統計」との連携や教科情報の

効果的な代替について研究を継続したい。課外活動「青翔アラカルト・ワークショップ」につい

ては、実施される講座の時期・内容等についてさらに検討を加えたい。 
（４）「ＳＳ探究科学研究発表会」「サイエンス・ギャラリー」について、より多くのＳＳＨ校と

の協力体制を構築し、ＳＳＨ事業の成果の普及・公表を推進したい。 
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研究開発 に「アトリエ」としたのは、文化・ な の人 の 産から、新しいも

のを生 創 る を、科学研究を通して実 さ たいと るからで る。

 
 目的

『世界に光る奈良県づくり』実 のため、社会の 化に 的に対 る を し、

ローバルな 点とローカルな 点の から物事をとら る とができ、 かな創 に

よる科学 イ ーションをもたら 人材を育成 る。

 目
の目的を 成 るため、カリキュラムや教材の工 、教科の を た教科 連携等の

授業 によって、中学生 より 学習の 会を定期的に設け、高等学校では 教科・

科目 ＳＳＨ関連学校設定科目の 的なつながりと 貢献を重 した取組を行い、併

設中学校を 全ての生徒に科学 系 ローバル人材として なリ ラシーとコン

ンシーとなる下 の力を に けさ る。成果の には、以下のリ ラシーやコン ン

シーを測定 る本校独自で作成した ェネリック ストや生徒アン ートを いる。

① リ ラシー

情報 力、情報 力、 理的 力、創 力、表 力

② コン ンシー

コミュ ーション力、 る力、科学 理的 力

 
以下の つの 重 教育プロ ラムを 系的に つけて推進 る。 

 自ら探究 る力、 力の育成をめざ 創 を重 した発 ・ 長 探究プロ ラ 
ム（ ）に係る学校設定科目「スーパー探究

科学」と、 れに関 る 貢献のさらなる研究 実 を行 。 
 世界に 野を 、国 社会で 立つ英語を い な るコミュ ーション力、情報発

力の育成をめざ 国 教育プロ ラム（

）に係る新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」 「 ローバル

コミュ ーション」の研究 実 を行 。 
 を通して、知 と の 実な習 と、 の 化・ 化をめざ 理数教育プロ ラ 
ム（ ）に係る学校設定科目「ス

ーパーアナライズ数学」 「スーパーロ ック国語」、 プロ ラム「青翔アラカル

ト・ ークショップ（ＳＡ ）」の研究と実 を行 。 
 

第 学年 クラスの 、 クラス（40 名）を「スーパーサイエンスコース」（以下、「Ｓ

Ｓコース」とい ）、２クラス（80 名）を「理数コース」として、 学者を したが、平成

27 年度 学生徒（ ２年生）からは、い れのコースの生徒もＳＳＨの 対象とした。 れ

ら全生徒を対象に、学校設定科目「スーパー探究科学」（第 学年２単 、第２学年２単 、

第 学年２単 ）、「スーパーアナライズ数学」（第 学年２単 ）、「 ローバルコミュ ー

ション」（第 学年 単 ）を 修科目として設定した。「ＳＳコース」と「理数コース」

との いは、 者が本校の研究開発の目的の つとしている ローバルな 点とローカルな

点の から物事をとら る人材育成をより 化している点で る。つまり、「ＳＳコー

ス」では、「スーパーサイエンス英語」（第 学年 単 、第２学年 単 ）を 修科目と

して、「スーパーロ ック国語」（第 学年２単 ）を 科目として設置 るとともに、タ

イに る姉妹校との ・ 研究も、本コースの生徒を対象とした。 
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本校は、全国初の理数科単独校として平成 16 年 4 月に開校以来、内閣府教育特区による学校設

定科目「探究科学」等の創設や、大学との連携による研究発表会の開催等を通じて『世界に光る

奈良県づくり』に貢献できる理数系人材の育成に努めてきた。平成 23 年度には、スーパーサイエ

ンスハイスクールの研究指定を受け、今までの取組の成果をもとに新たな仮説に基づいた研究開

発の取組を推進してきた。また、平成 26 年度には奈良県立青翔中学校が本校に併設され、英語・

数学・理科に重点を置いたカリキュラムで授業を行っており、生徒は高等学校のＳＳＨ行事にも

参加している。今年度からＳＳＨ２期目がスタートした。以下、今年度の事業の概略を述べる。

・平成 28 年 4 月 30 日 土 自然観察会「貝化石と植物の観察」（貝ヶ平山、参加生徒 41 名）

・平成 28 年 5 月 10 日 火 第 1 回星空観望会「春・夏の星座と月・惑星」（本校、参加生徒 75
名）

・平成 28 年 6 月 7 日 火 サイエンスＧＯ（情報講座）「情報モラルについて」（講師：大阪工

業大学准教授 杉山典正、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 6 月 11 日 土 青翔サイエンスクエスト（対象：県内小学生、科学部・ＳＳＨ委員）

・平成 28 年 6 月 16 日 木 第 1 回サイエンススクエア「粉塵爆発」

・平成 28 年 6 月 20 日 月 科学講演会「ブラックホールの色は何色」（講師：大阪教育大学教授

福江純、全校生徒対象）

・平成 28 年 7 月 8 日 金 サイエンスＧＯ（フェイズⅠ） 講演：「薬剤師の仕事」他、薬草園

見学（田村薬品工業株式会社、第 1 学年ＳＳコース 40 名）

・平成 28 年 8 月 5 日 金 ～  6 日 土 夏期科学研修（西はりま天文台他、参加生徒 44 名）

・平成 28 年 8 月 8 日 月 ～  9 日 火 サイエンス・ギャラリー（阿倍野市民学習センター、講

師：京都大学教授 荒井淳一 他、本校参加生徒 46 名、他の参加Ｓ

ＳＨ校：県立奈良高校、奈良女子大附属中等教育学校、西大和学園

高校、奈良学園高校、天理高校、和歌山県立向陽高校）

・平成 28 年 8 月 10 日 水 ～11 日 木 ＳＣＥサマーキャンプ（奈良県社会教育センター、

講師：県内ＡＬＴ5 名、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）

・平成 28 年 8 月 18 日 木 ～24 日 水 「スーパーものづくり」ロボット製作（本校、ＴＡ：大

阪工業大学大学院生、第 2 学年ＳＳコース生徒 40 名）

・平成 28 年 9 月 23 日 金 第 2 回星空観望会「秋の星座と惑星」（本校、参加生徒 39 名）

・平成 28 年 9 月 30 日 金 ＳＳＨ運営指導委員会（本校、運営指導委員 7 名来校）

・平成 28 年 11 月 2 日 水 第 2 回サイエンススクエア「空気の底力」

・平成 28 年 11 月 4 日 金 第 2 回サイエンスＧＯ（フェイズⅠ）「ＬＥＤについて」他、工場見

学（株式会社タカトリ、第 1 学年ＳＳコース 40 名）

・平成 28 年 11 月 10 日 木 「ＳＡ数学スペシャルセミナー」三角測量実習（本校、講師：近畿

測量専門学校 石井裕介 他、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 11 月 13 日 日 ～19 日 土 ＳＳアメリカ西海岸研修（参加生徒 12 名）

・平成 28 年 11 月～平成 29 年 1 月 ウインターイルミネーション（ＳＳＨ委員）

・平成 28 年 12 月 13 日 火 サイエンスＧＯ（情報講座）「知的財産権について」（講師：大阪工

業大学准教授 五丁龍志、第 1 学年生徒 105 名）

・平成 28 年 12 月 19 日 月 ～25 日 日 ＳＳタイ研修「TJ-SIF2016」等参加（参加生徒 8 名）

・平成 29 年 1 月 13 日 金 サイエンスアドバイザー（ＴＡ：奈良女子大学大学院生、奈良教育

大学大学院生、第 2 学年生徒 112 名）

・平成 29 年 2 月 8 日 水 ～12 日 日 タイ姉妹校来校（教員 4 名、生徒 8 名）

・平成 29 年 2 月 10 日 金 第 3 回サイエンススクエア「錯覚」

・平成 29 年 2 月 11 日 土 ＳＳ探究科学研究発表会（大和高田市さざんかホール、指導助言：

奈良教育大学元学長 長友恒人、奈良女子大学大学院教授 小林毅、

京都大学大学院准教授 三瀬和之、中 1～高 2 全生徒 332 名、学校

関係者・保護者 78 名）
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教育

① 本校教育 の

本校は平成 16 年度の 校以来、理数科の中に理数コースと コースの 2 の類 を

し、第 2 学年より生徒の進 や興 ・ に て選 さ て た

しかし、平成 23 年度入学生徒からは、スーパーサイエンス イスクールの や生徒の

や実 に対 して、入学 にＳＳコースと理数コースに け、さらに第 3 学年より理数コ

ースの生徒は、進 や興 ・ に て理数コースと 科学コースを選 で るよ

にした

理学系・教育系（数学、物理、化学、生物）や工学系、 学系（ 学、

学、 学）等の理科系の進 を すコースで、数学・物理・化学・生物に を い

た学 の 、ＳＳＨに る学校 科 により数学・理科・ 語等において 理数

教育 ラ を

理学・工学 は 、農学・ の進 など理系

全 に対 したコースで、数学 理科全 に を いた学 を 第 3 学年では、

理学系や工学系、農学系、 学系（ 学、 学、 学）等の進 を す

・ 系 けでな 、 理学・経 学などの文科

系への進学に 対 したコースで、数学・理科以外に 、 語・国語・地理 等の多

な選 科 を している

理数科高校の 中学校として、理科と数学の

に を 数 多 した教育 で る た、月 回の を実施してい

る

② となる教育 の 等

ＳＳコース・理数コース 、「 」（3 ）の として、「

」（第 1 学年・2 、第 2 学年・2 、 4 、 ）を した

ＳＳコース・理数コース 、「 会と 」（2 ）の学 を、「

」（1 ）、「 」（1 ）で した

ＳＳコース第 1 学年「外国語 コ ュニケーション 語 」 3 の 1 は、「

」 1 で した

③ 教育 の に しない教育 の

ＳＳコースにおいて、学校 科 として「 」（第 1 学年・1
、 ）、「 」（第 1 学年・1 、 ）、「

」（第 2 学年・2 、 ）、「

」（第 3 学年・2 、 ）を した

ＳＳコース 27 年度入学生の において、学校 科 として「 」

（第 2 学年・1 、 ）を、 中 として した

平成 年度の本校教育 表は、 ージに す
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スーパー探究科学 年

①

実 ・観 を し、 Ｃ サイクルのスパイラルアッ を た 系的な学 を

え 、 ら探究する 、 え合 を育成で る

② 研究

「スーパー探究科学」は ら探究する 、 え合 の育成を す学校 科 で る

高校 年に対して 2 の を 連 し、 作テキスト スーパー探究科学 基 ・

基本 を 用して実施している

③ 実施

1 学 基 的な実 や観 を して ータ 理・ 理・ などの探究 を学

2 学 とに探究活 を実 して探究 を する 11 月に中 発表会を実施する

3 学 1 月に最 発表会を実施する 研究の活 （レ ート）を作成する

「サイエンス GO」 学 7 月、11 月)
生徒のアンケートを受けて

平成 年度 コースアンケート結

「スーパー探究科学」を した 1 年生のＳＳコースの生徒に対して に した質

でアンケートを実施し、 年 5 年 との を った ( 1 には平成 28 年度の結 の

を す) イ～ルの に いて、H25 年度から H28 年度にかけて 的な回 (1 とて

ては る・2 やや ては る)を すると、どの 加 るいは高い 合を してい

た 本 ラ が 年 5 年 のＳＳコースの 1 年生の生徒に対して有効で ることが 測

さ た

た、H28 年度は「スーパー探究科学」を理数コースで 実施したた 、こ に いて H27
年度の理数コースのアンケート結 と を った イ～ルの の 的な回 (1

2)の平 は H27 年度では 72.1%で り、H28 年度では 68.7%と していた しかし、

年度 に 科学への興 に するアンケートを っており、 のアンケートと に

的な回 の平 (14 の質 に いて「科学 会のよ に、大学の先生から最先端の

研究 に いての を たい」、「実 ・観 をするのが で る」等)を すると、

H27 年度では 73.6%で り、H28 年度では 43.1%で った このことから科学に対して興 ・

の かった多 の生徒が探究活 を て、科学に対する 極性を ったことが さ

た
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スーパー探究科学 年

①

実 ・観 を し、 Ｃ サイクルのスパイラルアッ を た 系的な学 を

おこなえ 、 ら探究する やコ ュニケーション を育成で る

② 研究

「スーパー探究科学」は、本校の研究 発の の 1 で る 探究 ラ を

進するた の学校 科 で る 年度 では、ＳＳコースに する生徒を対 とし

て たが、本年度より理数コースおよ ＳＳコースに する生徒 116 名全員が対 となっ

た の で るが、 数の都合で、ＳＳコース 40 名と理数コース 76 名は なる

に した

③

物理・化学・生物・地学・数学の 5 に か て、各 で研究 を に選 、

Ｃ サイクルを した探究活 に取り ルー 研究により、 して研究に取り

、お いに え合 の を るとと に、中 発表・最 発表およ 各種学会やコン

テストなどで発表を ことで、表 の を る た、ＳＳコースに いては「スー

パーサイエンス 語」と連 し、選 生徒 名を 校の るタイへ するとと に、研

究 を 語で発表することで、 語での

コ ュニケーション の を る

④ 証

アンケートの結 、 に す全ての

で 65 %以 の生徒が「とて ては る」

「 ては る」と えた に「論理的に考

え工 して、 ら探究する が に いた」

とい に対しては、73.3 %の生徒が「と

て ては る」「 ては る」と えたこ

とから、「スーパー探究科学」の実施により、

生徒の 科学に対する とそ に取り

が 実に したと考えら る

に理数コースと、「スーパ

ーサイエンス 語」との連 を

るＳＳコースの で 語に

する を した（ ） そ

の結 、「 語のコ ュニケーシ

ョン を高 たい」は コー

スと 高かったが、「 来的に

語をさらに学 たいか」に 連

する質 に いては、ＳＳコー

スの生徒の が 極的に

とする を た「スーパ

ー探究科学」と 語教育の連

が、生徒の国 的 の育成に

大 していると考えら

る

科学への興 ・ が高

った

論理的に考え工 して、

ら探究する が に いた

コ ュニケーション が

に いた

レ ンテーション技術が

に いた

とて ては る やや ては る

り ては らない 全 ては らない

語のコ ュニケー

ション を高 たい

語で 度の

がで る

イティブスピーカー

から っと学 たい

外に って 語を学

たい

コース
とて ては る

やや ては る

り ては らない

全 ては らない

語のコ ュニケー

ション を高 たい

語で 度の

がで る

イティブスピーカー

から っと学 たい

外に って 語を学

たい

理数コース とて ては る

やや ては る

り ては らない

全 ては らない
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スーパー探究科学（ 研究） 3 年

①

実 ・観 を し、 Ｃ サイクルのスパイラルアッ を た 系的な学 を

え 、 ら探究する 、 え合 を育成で る

② 研究 ・

「スーパー探究科学（ 研究）」は、本校の研究 発の の 1 で る 探究

ラ を 進するた の学校 科 で る 3 年 3 のＳＳコース 39 名を対 として

い、 2 日の 6・7 で を実施した 本年度は 2 年で実施して たテーマをさら

に 化さ ることに をおいて取り その成 に いては各 の学会で スター

発表や 発表を多数の ルー が った さらに、日本学生科学賞や校外の論文コンクー

ルに研究レ ートを し審査を受けた た、年度 には スーパー探究科学論文 を

作成し、「スーパー探究科学研究発表会」では スター発表を い、3 年 の活 の 大成と

した

③ 証

「探究科学 研究）」を した 年生 クラス（理数コース 71 名）と、「スーパー探

究科学（ 研究）」を した 年生 クラス（ＳＳコース 39 名）の生徒に対して、 に

す質 でアンケートを実施した た、 年 の 年生ＳＳコースと アンケ

ートの結 や活 等で 証した

① 科学への興 ・ が高 った ② 実 ・観 などに 極的に取り た

③ 実 ・観 等における基 的・基本的な技 （ の 作など）が に いた

論理的に考え工 して、 ら探究する が に いた

表や ラフを とに、実 ータの 理・ 理や がで た

探究活 を してコ ュニケーション が に いた

レ ンテーション（スライ を った発表）の技術が に いた

Plan（ ）・Do（実 ）・Check ・Action（ ）の PDCA を し、探究活 を進 ることがで た

探究科学 ート は活用で た 年度の探究活 で取り たい実 ・観 等がで た

実 ・観 における 全に対する が した

回 は で、 とて ては る やや ては る り ては らない 全 ては らない

アンケートの結 探究活 の より

アンケートの全質 の 的な回 とて ては る・ やや ては る を平 し す

ると、ＳＳコースが 87.3%、理数コースが 77.3%となり、全 においてＳＳコースの 合

が高 なった た、 とて ては るが、 に「 探究活 を してコ ュニケーシ

ョン が に いた」「 レ ンテーション（スライ を った発表）の技術が に

いた」では 58 [ 年度より 20 ] 61 [ 年度より 20 ]に し、「 論理的に考え

工 して、 ら探究する が に いた」では 53 [ 年度より 30 ]に した
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スーパー の り 対 生徒 2 年 3 ＳＳコース 40 名、13 3 名 1 ルー

①

理系 全 の基 的・基本的な知 とテク ジースキルを する で、 の

りへの興 ・ が高 、 、 解 、コ ュニケーション 、 科学的な

イ ーション を った生徒が育

② 研究 ・ 実施日 平成 28 年 8 月 18 19 日 22 日～24 日 に 35
中の 日 の 中 として実施する 第 、 日 は、マニュアルに って

ットを製作し、 ラ ン の基本を学 第 日 ～第 日 は、 半で

に けた知 や技 を基 とし、 ルー で ットの 由製作を クリエイティブな

発 で いに 論し合 を し、科学的なイ ーションを こ るよ な生徒の育

成を とする

③ 的

ット製作を て理数系への興 ・ を し、テク ジースキルや 解

の コ ュニケーション の育成を る

「スーパー の り」の は 年で 年 最 年度 となる 半の 日 は 年

、 ットの てから基本的な ラ ン を学 した 、中 発表会や

レースを った 半 日 からは センサーや センサーを取り入 、さらに

な ラ ン を学 し、 作 ット作りに入った 年度はこの の最 年度で

り、最 に 年 の優秀な ットの レ ンテーションを たとこ 、さらに進

化した ット作りに 生 取り や に した 、 ットに

りをさ た 、 として の 部に する を作り 会に したいと考えた

など、い い のアイ アを実 さ たことから、さらにこの のレ ルが がった

よ に考えら る

ット製作に取り や ・ 度、製作の ・技 、発表会や 論会での表

、基 的・基本的な知 ・理解に を いて する

の 証

生徒アンケートの結 より、 4 年と で「 に した」33 ・「 し

た」51 と えており、 と どの生徒がこの を 的に えている た、 の表

や生徒の から 、生徒た が ットや ラ ン に興 ・ を すよ に

なり、進 の選 が がった生徒 出て た

生徒の振り りシート、 アンケートより

・ ラ を てる 、どのよ にす ったよ に かすことがで るかを し

考えるよ になった

・ 回の ラ はとて しかったが、そ け考えることが多 なり しかった

・ ットを製作することから 、そして かすた の ラ を った とに

から で で取り が、 いと た
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スーパーア ライ 数学

対 生徒： 年 、 理数コース 名 ＳＳコース 名 名

①

数学は、実生活に っていること、 を科学的に すると で なツー

ルで ることを、実 や を て さ 、数学に対して興 ・ を 、探究的・

的活 で、数学を 極的に 用する 度を育てることがで る

② 研究 ・

学 テーマ「 率」

最 の で、「 を 回 たと 、 回表の出る 率はい らか」とい

を 回 る をクラス全 で 回 、 スト ラ の作成、 対度数の

算をさ るなど、実 に 算した 率と 的 ータとの を った 大阪工 大学

知的 学部から教員を して、インター ットにおける技術の理解やリスク対 に い

ての を受けさ 、その を さ た

学 テーマ「 」「 理」

ラ り等 り の をし、数学との 連に いて を さ た 年度は 年度

より 数が 加したこと り、中 発表で活用で るよ パ ー イント等を 用した

レ ンテーション を さ る を多 取り入 ることがで た た、エクセル

を 用して各種 ータの 算や 的 算への を る 実施した 測

学校（ 名）の でトータルステーションを用いた測 実 を、理数コース、ＳＳコ

ースと そ い 理等を用いて実 に 算さ た 大阪工 大学知的

学部から大学の教員を して、知的 に いて を受けさ 、その 的知 等

に いて を さ た

学 テーマ「 ラフ」「表 」

ら た長さになるよ で テー を多数 って長さを 測さ 、 の に

いて をした その ータの 、 、 数の 算をさ 、 的 表 に

いての学 を った た、 年度より 数が 加したこと り、 年度は モラ

ルに いての学 を 多 で た 化 会における なリスク回 に いて

を さ た

③ 証

学 に、 、 学 を振り ら アンケートを った

（ ） し 、 に取り た はど か

測 実 や ラ りが に し たよ で る

（ ）学 に興 が てたか

てた ど らかとい と

てた

ど らかとい と

てなかった

てなかった （ ）

ＳＳコース

理数コース

アンケート結 から、おお す てのクラスが 的に し で学 でいる 子が か

がえ、 にＳＳコースの は理数コースに 、 が高いよ で る

実 、実 は に るよ に、 密な が で る た、 出・ ー

ト ・学 等に する成 に いて が で る
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スーパーサイエンス 語

対 生徒： 年 （ＳＳコース） 子 名・女子 名 名

①

語を ツールとして、多 な を用いた表 活 を ことで、科学 語に し

とと に、研究成 を 語で発表する を すことがで る

② 研究

「スーパー探究科学」での研究 を 語発表で る を養 た に効 的な活 を研究

する 学会や研究会等で る スター発表とスライ を用いた 発表の を し

て、研究を った 、 スター発表で となる として、①研究 を か 的

に と る 、②研究 の各 の を で かりやす 明する の を し

た に、 発表で となる として① ータやキー ー を用いて、発表のスライ

を的 か に作成する 、②発 ・イント ーションを し、明 に 語を発 で

る 、③ジェスチャー、アイコンタクトなど効 的な発表するた の レ ンテーションス

キル、 科学 語を 用するた の語 、 、 、結 、 証とい に って

研究 を と る 、の を した こ らの の育成のた に、 来の 語科の

と理科 の を 合さ た年 を て、そ に基 いて を実施すること

とした

③

語に るた 、 は基本的に Ｔとのティー ティーチン で い、 用 語は

語とした 学 の を し、 を した 年 回の 考査として、

に合 た多 な を実施した た、 を し、 語で考えを表 する機会を多

た た 科学 語に な語 の育成を 的として、 学 には 外で 用さ てい

る理科の教科 を用い、「 」「地 」といった の の を と て スター発

表する活 を った 学 半は の 活 を った 日本の を 、その

を と る活 から 、 の を学 、その に科学に 連した 事を用いて

する活 を った 半には「スーパー探究科学」の を用いて、 なテーマで

の研究を し、そ を 語で と る活 を った 学 は「スーパー探究科学」で

の研究 を 語で と さ 、 ルー に の レ ンテーションを った

証

語での により、 語でのやり取りに に 、中には教員に対して 語で質 す

る 極的な生徒が出て た 全 としては、 語を用いて 興で を たり、 した

を 語で発表したりする活 において、日本語を さ 語で考えることがで るよ

になった しかしながら、コンピューターを 用すると、 に日本語の文を フトに

入 し、その の な 文を いてし 生徒 おり、 語レ ルでの の活用

を 度 促さ ならなかった 取 に対する の が の に していた 基本的

な 語 を えている生徒はすでに 語で発表をする が いているが、 基 的な文

が理解で ていない生徒 いた の 語科 と連 し、基本的な 語 の育成を こと

が、科学 語の を してい た にはより で ることが かった 語は実技で

り、活 を り し 語を 用することで 語 が てい 来年度はさらに発 的

な を い、より に研究に いて 、 た研究に する質 に 興で えら る

の育成を とした年 を て、「ＳＳ探究科学研究発表会」やその の学会での 語

発表を したい
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ＳＳＨ科 以外での取

① 国語科

クラス全員が 作品を 、 を とい 「 」活 を ことによって、

の を 、多 的な 解 を養 ことがで る

研究

生徒が 的に 本はど して ライト ルやアニメ的な のになりが で る

そのた ってか、文 解の な生徒が多い そこで、 月 日、本校 と

で中学校・高等学校全 クラスで「 」を実施した の を 、 、

を 有することで、 解 を養 っかけとすることを とする

全国Ｓ テキストのリストを用 する リストの中から 用するテキストを

クラスで選 クラス全員に 作品を る ってから を 入さ る

日、全員の を と 、生徒に る

証

生徒の は、 的に で った

「エスキモーは日本 と や生活が全 なり、 にとっては考えたこと な

いよ な生活をしていた え の中はい い な物が していて、 には考えら

ない ど った さらに日本では ットとして さ ている エスキモーでは リに

な 、 か 、 し チ っている 日本の では さ ないこと の

よ にするが、 しい で生 るた にしているので、 の はす 生活に し

ていることが かった 」（高校 年 生徒、本 カ ・エスキモー ）

② 地 科

アクティブラーニン の を取り入 会的事 に対する興 ・ を た 、 教

科の や を活用しながら 会的事 に対する理解を高 ることがで る

研究

中学 3 年生の において、経 の知 の と 考 の養成に いて研究す

る

入として「 」による 教 を その中で の の に いて、「

取り 」の をすることにより興 けをする において と の

や 気の 、経 成長率などを ラフを用いて 取ら 、数学的 地から経 を理

解する を養 レ ート（ 回は「 の作文」）とい で 度に対する 考 ・

や表 を養

証

「 教 」の生徒の から「 取り を経 したことで、経 を に る

ことがで た」との が多 ら た 入にアクティブラーニン の を取り入

ることの効 は高いと ら る と の ラフや経 成長 ラフ、 ラ

フを作成さ 、数 化の や 国との から、より 的に経 を理解するこ

とがで た 教科の や を取り入 ることで、より理解を る がで ると

る
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③ 数学科

の研究

基 学 を けると に、発 的な が理解で るよ に教 研究を っている

校の 子を学 、県 テストや全国 などの受 結 を し、本校生徒の実 に

った がで るよ にフィー バックしている 探究活 に し た に、 研

究に取り 少 数 を実施することで、 研究などで生徒の活 に が

なり、成 が がっている

語活 の 実

数学の の中で 、 の考えを と て 明で るよ にレ ートを し、発表学

を っている た、論理的に考え、発表で るよ に証明を して取り でいる

数学 や数学オリンピックへの参加

数学 は年 参加 が 加し、本年度は校 で 回実施した 数学オリンピック 参

加 が えて ており、各 が を って取り でいる

中学校のカリキュラ や教 の研究 発

中学校は 年 教育を ので、 年 の学 を えて、各 が有機的に

がるよ にカリキュラ の研究をしている た、 な や しに い はス

パイラルに学 で るよ に している

奈良教育大学と連 して、 に 「 」を実施している 高校での探究活 で

観測実 ータを ・ で るよ に、中学校 年 で をす て学 学

の や教 などの 発 連 している ラフコンクールには中学全生徒が

した 全員受 し、多 の生徒が に合 した オリンピックの「

ーバーコンテスト」に 中学全員が参加した

の

ア ルー で学 い、 ルー で と て発表がで るよ にしてい たい

イ 論理的に考え、その を すことがで るよ に、 の証明や 数 などに取り

でい たい

年 の学 を 構 してい 、学 や の に結 けたい

エ 年度、中学 年生で た「数学探究」を 構 し、高校からの探究活 に な て

い たい た、外部での発表や 研究などに 極的に参加する生徒を育てたい

理科（物理科）

える 色の観 から の を学 すると、日 する「 色を る」ことから

の を考えら るので、生活の中で を科学的に る を育てら る

研究

や ラス を して える 色と、 との 色の いを、コンピューターを用い

た 理により し の を 測する 球による実 により 測した

の が しいかを か る 最 に、実 結 の活用としてジュエリカット ラス

を用いて観 すると がで る「か し 」を製作する

アンケートにより の 証を

証 アンケート（ 名）

よ ては る ては る ど らと いえない

り ては らない った ては らない
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「 の 」に興 が てたか

の回りの「 の 」に興 が高 ったか

より の生徒の興 が高 っており、 より半数以 の生徒が の回りの

に興 を てたことが かる 生徒の を科学的に る が育てら たと考える

理科（化学科）

本校 中学校では、興 ・ と論理的 考 を高 ることを 的に 実

や生徒実 を っている に、実 から気が いたことや に ったことを発表したり、

し合ったりすることでコンピテンシーを に けること さ ている ここでは、そ

の実 の中の に いて る

実 を ったり観 したりすることから、化学 化や に対する興 ・ 論

理的 考 を高 る コ ュニケーション や する を に けさ る

実施

中学 年生に、 な の中和実 を った 、レモンエキス、り 、

水、炭 水を用 し、各 を生徒に さ て 性の の を「 の はすっ

い より い どすっ なる 」とい ことから考えさ た その 、水 化

トリ 水溶液で を い 性の の を けさ た

成 と

実 作に 極的に取り 、 の 用 や に いて の中でお いに

さ た の で けた と実 結 の いに さ 、その に いてよ

し合 た 「 の さ・中和 」に いて、 い を中和するには多 のアルカリ

が で るとい 知 けでな 、 と生徒実 による数 との で すること

によって論理的 考 や する を養 ことがで た

生徒の 「 が って やすかったリンゴ が最 い 性を したのには い

た 」「 水とレモンエキスで た の を数 で で てよかった 」

理科（生物科）

本校では、 ーバルな と ーカルな の を えた科学技術イ ーション

を たらす の育成を している こ に けた ーカル からのア ーチとして、

地 を から学 よ な を っているのでその事 に いて る

地 で こる に する を して、生物学に対する興 ・ を高 、

や論理的 考 やコ ュニケーション などを ことがで る

ア 農 害を た に さ たイ シシの解

地 で さ たイ シシの解 ・ 観 を いイ シシやシカなどの 生 物が

こす農 害の に いて した

イ 地 などと した 教育

大和 の を大 にする会と で、 や フチョ の生 数調

査、カタクリ生 地の 度・ 度調査を った

成

ア 農 害を た に さ たイ シシの解
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参加 へのアンケートから「 の構 を理解で たか、さらに調 たいか」、「 は

大 が から考えると 数調 が で るか」とい いに対して、 的

な回 （ ては る やや ては る）は で った

イ 地 などと した 教育

各調査を とに学会発表を ルー った た、 により発 的な への

理解が り、 ら探究する と地 への が高 ったと考えら る

理科（地学科）

本校 中学校では、 年度は高校 3 年生の選 に「理数地学」（4 ）、中

学校 1～3 年生全員にそ 半 地学 の を実施した ここでは、その の中

で った 的な事 に いて る

地学的リテラシーの育成は のこと、 害大国で る日本の を え、

害の発生 理と 害の 、 に いて理解さ る た、地学の学 を して、生

徒の 的・ 的 を高 る

実施

・高等学校「理数地学」においては、文系大学への進学 ているた 、地学が実

会でどのよ に っているかとい ことを して を した 的には、地

や ・ などに対する 、 物 やエ ル ー 、地球 などに

に を り てた

・中学校「理科 2 」の地学的な において、 に て高等学校「地学基 」で

するよ な発 的な を多 取り入 た 的には、1 年生で 合と 合、地

の新 、 成 など、2 年生で大気 の構 、地球の 、 の構 など、3 年生で

地球の や の証 、ケ ラーの 、 の 張などを取り入 た た、1 年生

は 11 月に奈良教育大学の和 教 を に え 地 で地学実 、2 年生は 6 月

に奈良地 気 学、3 年生は 11 月に京都 大学天文 学を った

成 と

・高校 3 年生での に るアクティブラーニン においては、 ルー 論の中で多

の 的な が出さ た

・中学校でのフィール ークや 学会は、生徒にそ の に興 ・ ・ を

た る の となっている

語科

実用 語技 や Ｔ Ｃといった外部 語 を活用することにより、生徒の 語

学 に対する ・ を高 るとと に、 語で 表 したり、研究成 等を 語で

発 したりする を すことがで る

研究

日 の 語の で に けた学 に加えて、実用 語技 や Ｔ Ｃといっ

た外部 語 を受 さ 、 に けて事 ・事 を 極的に することに

より、生徒の実 的な 語コ ュニケーション の 長を る

ア 実用 語技 （年 回）を 極的に受 することを促し、 に けた対策

会、 に けた を実施する

イ 中学 年生と 年生の全員に Ｔ Ｃを受 さ る
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証

実用 語技 の受 が 加し、合 数 えているので、生徒の 語学 に対

する が高 るとと に、 語の学 して ていると考える た、「ＳＳ探究

科学研究発表会」の 語アブストラクトの発表に いて 、審査員の奈良教育大学 学長

の長 先生から、「大 良 と っており、 語のレ ルが がっていることが

える」とい コメントが った 語で と 、 語で発 する が生徒に 実に に

いて ていると考える た、中学 年生と 年生の全員が Ｔ Ｃを受 し、実 的な

コ ュニケーション （リー ィン 、リスニン 、ライティン ）を した 中学

年生、 年生と の成 をおさ る生徒やスコアレ ートを振り って の い

を 的に学 とする生徒がおり、 Ｔ Ｃの取 を 極的に活用している 高校

進学 に、 語で研究発表を い、さらには 語で質 がで るよ に を

する

育科

「 会と 」「 生 を る 」「 と 」を 学 、

の生 の に生かすことがで る知 や考え を に ける

研究

生 に いての研究

・事 （ 生 の ・AED の 用 の学 、実 の 賞など）

・ 生 実

にテニス ールを用いての 迫の をおこない、リ と 加 を学

に実 用 と AED を用いて、教 による 生 の モンストレーション、

ルー での実 をおこない、最 に振り りをした

成

事 で した に い、実 をおこなった の は ないことに戸惑

っていたが、 ルー での や し合い、振り りをする中で知 や技 を するこ

との しさや 性を るよ になった

育

・ 技・球技・ ・ ンスなどの に いて、実技・研究・発表をお

こない、 技の 性や しさを理解する

研究

ア マット 「オリジ ル連 技」にチャレンジ

① した技の中から の技を選 、連 技にチャレンジする

② タブレットを用いて の 子を し、 作のチェック、 などをおこなった

イ ンス「おどる ン コリン（E ）」を 育大会で

① タブレットを用いて の 子を し、 作やフ ーメーションをチェックした

成

ア を り してい 中で、 作を したり微調 をしたりして 成度を高 てい

った 実 に の を することで て気 こと り、 の に いて

知ることがで た

イ タブレットによる は の を しやす 、全 のフ ーメーションが

で 、周りの と合 る が て、その しさを るよ になった
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ＳＳ探究科学研究発表会

①

学校 科 「スーパー探究科学」で研究した を、クラスの 表生徒が全校生徒や

・学校 等の で発表することにより、発表する生徒・ 生徒の に表 や

コ ュニケーション が育成さ る

② 研究

高校生が学校 科 「スーパー探究科学」や中学 年生が 外活 「理科探究」でそ

研究した に いての 発表や スター発表を い、 レ ンテーション を高

るとと に、大学教 等に ・ を ことにより、 の探究活 に活かす タイ

の 校で る リンセスチュラ ーン・サイエンス イスクール・ コンシータンマラー

ト校から生徒と教員を し、 語での研究発表を ことにより、本校生徒の国 的なコ

ュニケーション を育成する なお、 の 証は、発表会に取り 生徒の 子や生

徒の ・ 、 した大学教 等の などを とに

③ 実施

実施日 平成 29 年 2 月 11 日（ ） 12:00～16:30
場 所 大和高 市 会 （さ か ール）

    奈良教育大学 学長 長

奈良女子大学大学院 教

京都大学大学院 教 和

参加 高校 1・2 学年 中学校生徒全員 332 名、本校 員 36 名

教育（ のＳＳＨ校 大学等） 22 名 56 名

結 発表

最優秀賞 2 年 3 B1 「カキ炭疽病菌とイチゴ炭疽病菌に対する抗菌性物質の探索」

2 年 1 2 E2 「3 星の成 の 化」

優秀賞 1 年 2 P1 「 が 奇 の ～基 研究から興 が いた！～」

奨励賞 2 年 3 P1 「 によって 成さ るケイ の表 」

2 年 3 P2 「 明 から作ったレン に いて」

2 年 1 2 B3 「 生 た 発 菌 水質チェックキット 発への ！」

2 年 3 E1 「 新星 と惑星 星 の い」

中学 3 年 B2 「 化アサ オの秘密に る」                              
証

大学の先生 の 的な のが多 、生徒の な のが多かった 生徒

の表 等の育成において 、成 の において 、 効 が ったと考えら る

・ からの （ ）

・どの発表 のた に研究をしているのかが明 で、 明 かりやすかった 質

のやりとり 良 、 年 のＳＳＨの成 が ら る

・高校 年生の 語の発表が ており、 語 の が実 で た

・生物の研究では、 のＳＳＨの で る地 に した発表が り らしかった

・発表の に のトーンを えるなどして、 を 工 をす さらに良 なる

・ スター発表では、 っと の から 極的に 明することが大 で る

発表生徒の （ ）

・この日のた に 日 で した そのよ な中で、 で を合 る 結 、大

の で た の発表を えるコ ュニケーション など、 な事 を学

・ の研究とは の発表が けて、知 の が がって良かった
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サイエンス ャラリー

①

本校 のＳＳＨ校等が参加する探究活 の スター発表会を して高校 の を

とと に、大学教員や大学院生から ・ を受けて以 の探究活 の とする

の を して、 や かりやす すた の表 などのリテラシーやチー

となって発表するた の する やコ ュニケーション などのコンピテンシー

を に けさ ることがで る このリテラシーとコンピテンシーを養 ことで科学技術系

ーバル を育てることがで る

② 研究

発表を した 的な研究・実 、結 の考 や 発 のた の 、 かりや

す 発表・表 するた の スター作製を た、研究中はチー で して考 し合

い、発表 は の を ながら かりやす 発表し、 やア バイスを 教員は

研究・ スター作製、発表 日・発表 を して、 やア バイスを に、 的

に実 が ているか、 や結 に対する考 の 性が大 っていないか、研

究を理解した発表を っているかなどの に して質 を ことで、生徒の 的な振

り りを促すよ を考えた た、中学生には かりやす 、高校生はその を高

て 的な興 ・ を育 よ な 明の を考えた 参加した生徒のアンケートや

、取 の 子から を 証する

③ 実施

実施日 平成 28 年 8 月 8 日（月）～9 日（ ）

実施場所 市 学 センター（大阪市 ）

参加校 奈良県 中学校・高等学校、奈良県 奈良高等学校、

大和学 高等学校、奈良女子大学 中等教育学校、奈良学 高等学校、

和 県 高等学校

スター数 26 発表（物理 7、化学 3、生物 10、地学 2、数学 4）
・ 8 月 8 日（月） 京都大学フィール 科学教育研究センター

教 による ニレクチャー

生徒 スター発表

8 月 9 日（ ） スター

証

生徒へのアンケートによると、 8 の生徒が「サイエンス ャラリーでの発表はた に

なった」と え、 7 は「 回の発表は の知 を高 るのに った」「参加したこ

とで、 科学への興 ・ が高 った」と えるなど、 的な回 が多かった さら

に、「 回の発表で新しい発 が った」と えた生徒は 6 で った た、 8 の

生徒が「 な参加 （大学の教員や大学院生など）との が になった」と える

、「 校の生徒との は になった」と回 した生徒は 4 となった 「 校の発

表は た より り た研究をしていた」と回 する本校生徒 おり、興 は る

が スターの の参加により、 がで なかったと 測さ る は、より多 の 校

生徒に 実 に を で発表して らい、 することが で ると考えら る
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ＳＳタイ 外研

①

年 のタイ研 の成 を え、生徒が取り でいる探究活 の発 およ 国

的な成 発表をおこな た 、タイ国での本校 校への と研究発表を とと に、

タイ国で さ る研究発表会に参加するた 、「ＳＳＨタイ国 外研 」を実施する

「ＳＳＨタイ国 外研 」の 的は、タイ国の 校で る リンセスチュラ ーン・サ

イエンス イスクール（以 ＣＣ） コンシータンマラート校を し、研究発表と ィ

スカッションを とと に、タイ国チョンブリで さ る「

ＩＣＴ 」（以 ）に参加し、研究発表と ィスカッションを こと

で る なお、この研 を効率的に実施するた 、タイ入国 から、 生徒を に

け、 コンシータンマラート校と「 」にそ する 研 はそ

の が することで、本校が取り 活 の成 を に さ ることを す

この研 によって、探究活 の発 およ 国 的な成 発表が る けでな 、生徒

の科学・技術に対する興 ・ を 高 るとと に、国 的な を での 語に

よるコ ュニケーションの 性を さ 、その を ることがで ると考える

② 研究

「 」に参加し、研究 の 発表と スター発表を た、「 」

で るタイと日本の文化 会で発表するとと に、 地の日本 の や大学教

員が する 学会や 会等に参加し、 的な知 を に ける た、 校で る

ＣＣ コンシータンマラート校を し、研究発表を とと に の 研究 に

いて 議し、国 的な 研究を する さらに、タイの文化や 、科学技術に対す

る理解を 、 来的な 研究 の 化に る

③

日 平成 28 年 12 月 19 日（月）～12 月 25 日（日） 6 7 日

先 タイ国チョンブリ・ コンシータンマラート・バンコク

参 加 第 2 学年 3 生徒 8 名（ 子 名・女子 2 名）

率 長 教 水本 （生物 ）

       教 （ 語 ）、 文（数学 ）

日本ツーリスト（ＳＳタイ研 委員会にて ）

12 月 19 日 月

国 ス ン ブー 国 （ 参加 バンコク ）

（ 校 クラ → コンシータンマラート）

12 月 20 日

参加 「 」参加 タイ文化 学 ・オリエンテーション

校 校 研究発表・ 参加

12 月 21 日 水

参加 会 ・ 発表

校 タクシン大学

12 月 22 日

参加 スター発表

校 や 生生物 でのフィール ーク

12 月 23 日

参加
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校 地 での生物観 等

12 月 24 日

参加 ・ 校 バンコクにて合 王

12 月 25 日 日

ス ン ブー 国 国                                       

証

回の研 に参加した生徒の事 ア

ンケートの結 を す 全員が 回の

研 に参加して「大 よかった」 し

は「よかった」と ている た 3
4 日に たるタイの生徒た との

トリーでの 生活に いて、 名の

生徒が「大 よかった」 し は「よか

った」と ている 実 に、 生活

を ことで、タイと日本の生徒た の

語を した が活発となり、生徒の

極性が したことが観 さ てい

る さらに、「タイに する興 は

ったか」とい 質 に対して、全員が

回の研 に参加して「かなり った」

し は「 った」と ている

た「研 の で国 的な への

がどのよ に 化したか」とい 質 に

対して全員が、「高 った」 し は「や

や高 った」と ている こ らの結

から、 生活を た国 は、

生徒の国 性とコ ュニケーション

の には有効で ると考えら る

た、研 を て 国の教員 の

研究など い、教員の に

している 回の研 を タイ

校との は 回を数え、より有 な

のに発 し る 事

を し、 ーバルな教育・研究を発

さ てい たい
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ＳＳアメリカ 研

①

アメリカ合 国の最先端の科学技術を、 地で実 に で ることで、科学に対する興

・ をより 高 ることがで る たそ らを 語を て学 ことで、 来

を に活 する の 質の を ことがで る に、 ーバルな から日本

を ることで、国 会で活 する科学 になるた に が かを考えるよい っか

けとなる

② 研究

アメリカ合 国 に る大 会 、シリコンバレーの研究機 等を 、その取

や最先端技術に いて学 た、アメリカ国 で活 する日本 科学 からの や研

究 を して、 での研究や 外ならではの や を知る 最 日には 地

の高校を 、生徒 を その中で、「スーパー探究科学」の研究に いて 語で

発表することで、 語を た科学のコ ュニケーション の を る

③

日 平成 年 月 日（日）～ 月 日（ ） 日

先 アメリカ合 国 の各都市（シアトル、サン 、サンフランシスコ、

サン ルス）

参加 本校第 学年生徒 名（ 子 名、女子 名）

率 教 文（地学 ）、教 中 （ 語 ）

会 Ｔ 日本 奈良教育 センター

（ＳＳアメリカ 研 委員会にて ）

日 伊 （ 合）

成 シアトル

物 ーイン エ レット工場

シアトル市 （フェアフィール ・イン・シータックエア ート）

日

シアトル サンフランシスコ

クリスタルス リン ス（サン・アン レアス の 学）

カリフ ルニア科学アカ ー

サンフランシスコ市 （ スト エスタン・ ラス・ ブ ）

日

テック・イ ーション 物 イ

ンテル 物

ー ラ （日本 ＩＴ技術

による 、 学）

サンフランシスコ市 （ スト

エスタン・ ラス・ ブ ）

日

サンフランシスコ サン ル

ス

Ｃ （日本 生物研究 知大による 、研究 ）

リフィス天文 サン ルス市 （ニュー・ ー ー・ テル）
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日

シュール・ イスクール（本校生徒による研究発表、文化 、

学校 学） Ｓ ジェット 進研究所 （ニュー・ ー ー・

テル）

日

サン ルス

日

伊 （解 ）

証

アメリカ合 国 に する大 会 で る ーイン 、 に たが

る 大なサンアン レアス 、シリコンバレーに る ーラ やインテル 、カリフ

ルニア大学 サン ルス校、 たは各地の科学 物 等を 、ツアーに参加したり を

いたりして最先端科学技術に いて学 た サン ルスに るシュール・ イスク

ールにおいて、 た の科学研究に いて レ ンテーションや日本文化の など、

語を て生徒 を った

こ で 外に出たことがない、 機に ったことがないとい 生徒が大半をし てお

り、入国審査での対 や 事のオー ーの などで最 は戸惑っていた しかし、 が

進 の や事 で学 会 をしっかりと実 してい に、少し 語

でコ ュニケーションがと るよ になった た、日本とは が なる科学施 や最先

端技術を の たりにし、 た の科学への興 が 発さ たよ で った 国 にア

ンケートを実施し、科学 たは 語に いて知 や興 に 化が ったかを た

研 に参加した の 、「 ・ 」「 技術」「バイオ・ 」など、「科学

に いて知 が った」と回 したのは 名、「興 が った」と回 したのは 名

で った た、「 語」に いては 名が「興 、知 が った」と回 した こ ら

の結 から、この研 を て科学と 語へのモチ ーションや知 が大 ったと

える の考えが 語で に ることへの を 、物 にコ ュニケーシ

ョンを とする が に ら たことが、国 的な科学 を す らにとって最

大 な成 で ったよ に る

研 に参加して良かったか

語への興 は ったか

科学への興 は ったか

科学への知 は ったか

国 のアンケート結

大 そ そ り ない ない ( )
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サイエンス GO（フェイ ）

サイエンス GO は、学校 科 「スーパー探究科学」に けたＳＳコースの生徒に対し

て実施する 、実 実 で る

①

の研究 の や実 を して、 科学の探究の に いて学 、「スーパー探究

科学」に取り や を育 ことがで る

② 研究

サイエンス GO を実施し、生徒の 子や により、「スーパー探究科学」に対する

や の高 りを 証する

第 回 サイエンス GO                       
日 平成28年7月8日（ ）9:00～17:00

場 所 品工 会

① 「 に いて」

      品工 会

朝

② 学

③ 「生 の し 」

研究 発部

大

工場 学

「 品工 会 」（奈良県御所市 ）で、 の種類・ 品

に する と、 と生 に する を いた と製 ラインの工場 学

を 全で研 がより るよ に で実施した

③ 生徒の

・ 新 の 発にかかる の長さと の 用に かさ た

・ 学が「 」を そ とし、 は「 全 」を そ としている いが った

・ では 種・ 種が さ ている の で る を な

い 神と が さ る の植物を るとい を らしいと った

研究

第 回 サイエンス GO
日 平成28年11月4日（ ）13:30～17:00

場 所 会 タカトリ本 ・工場

①会 学 場～新工場（1F、4F）

② 「 な の 、 種に ること」

新 加工機 事 部 事 部長

③ 「 としての を振り って」

表取 本長

「LEDに いて」

新 機 部

「 会 タカトリ」 奈良県 市新 313 地の で工場 学を実施した 商品

発に る研究や の 化、国 ・ 外に対 する に いての の と、

的な商品 LED に いての が った

生徒の

・ ク ン をクリアしないといけないと 、 回 を り したの と っ

た

・ で、 事の 「 の 的」「コ ュニケーション」「 」を教えていた いて、

こ は 事 けでな 、 た のこ からの探究活 に ながる大 なこと と た

・ 会 は、 する や物を作る 、作った物を る などた さ の によって成り っ

ているとい ことが に った

・ お の中の「有 事 成」、 を って す っと成 するとい 葉が に

った
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科学 会

①

大学や の研究 からの を ことにより、生徒の科学に対する興 ・ が高

り、科学的な知 への理解が ると に、 らの進 に対する考えを ることがで る

② 研究

科学 会を実施し、生徒の 子や ・アンケートにより、科学に対する興 ・ の

高 り、科学的な知 への理解の りや らの進 に対する考え の りを 証する

③

本校では、最先端の基 科学から 用科学、さらには地 に 的な技術に る を

し、全校生徒を対 として年に 1 回科学 会を実施することで、 来 な に

る の育成に ている 本年度は最先端の天文学に る 的で、以 の り 会

を ・実施した

日 ：平成 28 年 6 月 20 日（月）13:20～15:20
テーマ：「ブラック ールの色は 色 」

場 所： 中学校・高等学校 育

：大阪教育大学教

： 、 な天 で る を取り 、 の色の 化や のス クトルに いて

の 明を して、 の本 の色が 色で ることが ら た いて、アインシュタ

インの 対性理論における の に いて、極 数 を用いない 明が った

た、2015 年 9 月にアメリカ合 国の LIGO で 出さ た が、ブラック ールが合

する の ので ることが さ た に、本 で るブラック ールに いて、本

に で い のか、どのよ にす 観測で るのかに いて 明が った 最

に、 が学生 を振り るとと に、本校生へのメッセージを た

証

生徒への事 アンケートや を すると、 の生徒の天文学や物理学への興 ・

の有 により が さ ている た 、7 以 の生徒が「天文学への興 ・ が

った」、「さらに し 調 て たい」と えており、 効 が ったと える

アンケートの結 （対 生徒：中学 年生～高校 年生、 425 名）

生徒の （ 部）

・ はす しかったが、 かりやす 明して さったので、理解で ること た
さ った は 色 と っていたのに 色と いて っ りした た、 さい

に本をた さ でいたことが っていると いて、本を ことは大 なの なと
った （中 女子）

・ は天文や物理に大 興 が り、 日の は大 有 った た 、 的にはブ
ラック ールや 対性理論に いて 少し い のことを たかった 度機会が

よ し お いしたい （高 子）
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科学研

①

最先端の科学・技術に ることにより、科学・技術に対する興 ・ が高 り、 ら

探究する を った生徒が育

② 研究

・日 平成 28 年 8 月 5 日（ ）～8 月 6 日（ ） 1 2 日

・ 先 大 施 SPring-8（ 県 用 用 都 1 1 1）
県 大学 はり 天文 （ 県 用 用 407 2）
県 と の 物 （ 県 市 生が 6 ）

・参加生徒 高校 1 年 7 名、高校 2 年 25 名、中学 1 年 12 名、中学 2 年 1 名 44 名

・ 率 教 文、 、水本 、 地 名

・ 全 大 観 バス 用

・日 8/5（ ）本校（ 合）→ SPring-8 → はり 天文 （ ）

10：00 13：30～15：30 16：20
8/6（ ） はり 天文 → と の 物 → 本校（解 ）

9：00 10：50～13：30 15：00
③

県 に る 3 の 会教育施 研究機 を 、生徒の科学・技術に対する興

・ がどのよ に 化したか、そこで た知 や技 を らの進 に対する考えに活かす

ことがで たか、参加生徒へのアンケートや生徒の 子・ を とに 証した

証

参加生徒全員に対して ったアンケート結 を す SPring-8 の 学に いては、興 は

った のの、やや が 解で ったた 、知 として に に い が ったよ

た、 ～ の結 からこの研 をキャリア教育に 結 けてい たいと考える

高校生
１ 期科学研修に参加して良かったですか？

S i 8を見学して、 からの を用いた
　　　 技術による研 に は まりましたか？

県 大学 はりま天文台を見学して、天体
　　　や に関する は まりましたか？

４ 県 人と自然の 物 を見学して、生物や
　　　化 ・ に関する は まりましたか？

S i 8を見学して、 からの に関する
　　　知識は身に付きましたか？

６ 県 大学 はりま天文台を見学して、天体
　　　や に関する知識は身に付きましたか？

県 人と自然の 物 を見学して、生物や
　　　化 ・ に関する知識は身に付きましたか？

８ S i 8を見学して、 来の に けての参
　　　考になりましたか？

９ 県 大学 はりま天文台を見学して、 来
　　　の に けての参考になりましたか？

１０ 県 人と自然の 物 を見学して、 来の
　　　　 に けての参考になりましたか？

平成28年度　 期科学研修アンケート

28 15 1
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１ 期科学研修に参加して良かったですか？

①良かった ②まあまあ良かった ③ り良くなかった ④良くなかった
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SPring-8を見学して、 からの を用いた

技術による研 に は まりましたか？

県 大学 はりま天文台を見学して、天体

や に関する は まりましたか？

４ 県 人と自然の 物 を見学して、生物や

化 ・ に関する は まりましたか？

①かなり まった ②やや まった ③ り まらなかった ④全く まらなかった

3
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12
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８ SPring-8を見学して、 来の に けての参

考になりましたか？

９ 県 大学 はりま天文台を見学して、 来

の に けての参考になりましたか？

１０ 県 人と自然の 物 を見学して、 来

の に けての参考になりましたか？

①かなり参考になった ②やや参考になった ③ り参考にならなかった ④全く参考にならなかった
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SPring-8を見学して、 からの に関する

知識は身に付きましたか？

６ 県 大学 はりま天文台を見学して、天体

や に関する知識は身に付きましたか？

県 人と自然の 物 を見学して、生物や

化 ・ に関する知識は身に付きましたか？

①かなり身に付いた ②やや身に付いた ③ り身に付かなかった ④全く身に付かなかった
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サイエンススクエア

サイエンススクエアとは、スーパーサイエンス イスクールの事 の として、科学部

の生徒が全校生徒に対して大 な 実 を実施する ので る

①

サイエンススクエアを して、全校生徒の科学に対する興 ・ が高 り、 的に学

や 活 に取り を育 ことがで る

② 研究

サイエンススクエアを実施し、生徒の や生徒の 子により、科学に対する興 ・

の高 りを 証する

③

第 回サイエンススクエア

日 平成 28 年 6 月 16 日（ ）12:50～13:05
テーマ 「 発」

場 所 高校中

の に して 、 いよ えること

はない しかし、密 した で を に

さ 、 そ の で すると、 発的に

する このよ な を科学的に 明するとと

に、 の 部として することで、生徒の興

・ をより良 出 るよ に、工 をした

第 回サイエンススクエア

日 平成 28 年 11 月 2 日（水）12:50～13:05
テーマ 「 気の 」

場 所 高校中

、 の周りに る 気 、 の加え

によっては な を発 する たとえ 、

気を 送り出すことで物 を か ること

で るし、 気を ことで を作り出

し、大 な を生 出すことがで る このよ

に、 は気にならない 気の性質を、

実 によって生徒に した

第 回サイエンススクエア

日 平成 29 年 2 月 10 日（ ）13:05～13:20
テーマ 「 」

場 所 高校 育

の は、 の周りに る を 理している はそのよ な 理に対

し、こ での経 を活用し、より効率的な 理を よ にで ている

とは、 を して、 った 理を ることで る このよ な

の 理を 明するとと に、 実 を ことで、生徒に、 科学に対する興

・ を 出した た、タイ 校の生徒 参加したた 、 語による 明を

加えた

証

科学部の生徒は、実 の から の作成、実施 で に に り 取り

こ により、科学部の生徒の科学に対する興 ・ が養 るとと に、より 理解し
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よ とする が育っていると考えら る た、 回多 の生徒 学に ているた 、

生徒た の科学的 を育成する になっていると考えら る 実 の 子は 回、奈良

新 に さ て 会的な が多い 事として発 して ている 校 で った実 は、

校外での出 実 で し、 学生や地 の に、科学の 議と さを えること

がで た

サイエンスクエスト

サイエンスクエストとは、スーパーサイエンス イスクールの事 の として、科学部

の生徒が 学生に対して、クイ で種 の科学実 を する場で る

①

サイエンススクエアを して、科学部部員の科学に対する興 ・ が高 るとと に、

実 を に表 で る表 や、コ ュニケーション を育 ことがで る

② 研究

実施日 ：平成 28 年 6 月 11 日（ ）

実施会場：奈良県 中学校・高等学校

参加 ： 学生

本校生徒においては、 作成 における実 などの や 作の で科学に対する興

・ を高 る活 をおこな た、 として参加 を 率し解 する では、

科学的リテラシーとそ を えるのに なコ ュニケーション の育成をおこな さ

らに、参加 は実 や観 の しさを し、科学への興 ・ の を育 ことがで る

③

物理・化学・生物・地学・数学の 5 に 連した実 や観 、理論に基 いた を科

学部部員が作成し、参加 はこの に対して ルー で して取り に

ら た の合 によって を し、 チー を表 した なお、 作成 にお

ける実 などの や 作は本校科学部の生徒が い、 の 証は、参加 に対して実施

したアンケートや本校生徒の取り 子を とにして った

証
参加 による （ ）

・ やさし 対 して た お し て科学に興 を った
・ い な実 がで て しかった た た

い
・ さ のない は たことがないので考え

るのが しかった
・ 算数と理科が より っと になって、

に ったらこ な しい実 がで るのか
と った

・ の がす し で か としっかり
明して た 日はす しかった

・ 理科はこ なにす い のなの と った
・ とて よい理科の になった トン ライ

ーで中学生や高校生に ら て しか
った
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ＳＳＨ委員会は、ＳＳＨ事 を 進するた の生徒による で る 全ての生徒ＳＳＨ

事 を するた 全クラスの 表によって構成さ る なＳＳＨ事 を 進するた

に、生徒 表として活 を った

ＳＳＨ委員会活 によって全校生徒がＳＳＨ事 を に 、 性を ことがで

る た、「サイエンスクエスト」における科学的な の作成やタイ 校 参加する「Ｓ

Ｓ探究科学研究発表会」における 会やその の作成などの活 を して、科学技術系

ーバル となるた に な、 や 語表 などのリテラシーや、 する

、コ ュニケーション などのコンピテンシーを養 ことがで る

研究

ＳＳＨ委員会活 に参加した生徒のアンケートや 、取 の 子から を 証する

活

・第 回ＳＳＨ委員会 委員長、 委員長の 、 委員会活 に いて

・第 回ＳＳＨ委員会 サイエンスクエストに いて（ 明、 ）

・第 回ＳＳＨ委員会 サイエンスクエストに いて（ ）

・第 回ＳＳＨ委員会 サイエンスクエストに いて（リ ーサル）

・第 回ＳＳＨ委員会 ィンターイル ーションに いて（ 明、 ）

・第 回ＳＳＨ委員会 ィンターイル ーションに いて（スライ 作成）

・ 月 ～ 日 ィンターイル ーションに いて（イル ーション作成）

・第 回ＳＳＨ委員会 ィンターイル ーションに いて（リ ーサル）

・第 回ＳＳＨ委員会 ＳＳ探究科学研究発表会に いて第 回（ ）

・第 回ＳＳＨ委員会 ＳＳ探究科学研究発表会に いて第 回（ 会 作成）

・第 回ＳＳＨ委員会 ＳＳ探究科学研究発表会に いて第 回（ と 作 ）

・第 回ＳＳＨ委員会 ＳＳＨ委員会活 最 アンケート

活

・「 サイエンスクエスト」（6 月 11 日）において参加 の や 、 の作成や

出 などの をＳＳＨ委員が った

・ ィンターイル ーション （11 月 22 日）では、 作りのイル ーション

（ツリーや星、 ート、 ン ン、 る 等）の作製を い、 から 1 にかけて り

けた た、 に南極に 教員の 会 った

・「ＳＳ探究科学研究発表会」（2 月 11 日）において、 から日本語と 語を 用し

た 会進 や会場 など な をＳＳＨ委員が った

生徒のアンケートを受けて

の生徒が「ＳＳＨ委員会の活 （サイエンスクエスト、 ィンターイル ーショ

ン、ＳＳ探究科学研究発表会等）に 極的に参加した」と え、「ＳＳＨ委員会で

・ 活 を して、コ ュニケーション が高 った」と えた生徒は 9 で った

「 語での 会は 張したが良い経 になり、 神的に なった」、「先 と に作

や がで て、い い と教 り になった」などの 的な の に、「 っと

い い な機会を作り、ＳＳＨ委員会の活 として りたい」などの 極的な っ

た
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アラカルト ークショッ

①

中学 1・2・3 年、高校 1・2 年の 生徒（た し、高校 年の生徒は 年 以 、

高校 年の生徒はで る け年 以 受 することとする）を対 とし、探究活 や

来の進 選 の とする 技 （ ・ す 語等 ・ ・ ）をバランスよ

さ 、 ーバル 会で活 するた に な 質・ を養

② 研究

ＳＳＨ第 の の で る「 エクス リエンス・ラーニン ・ ラ 」の事

の として、 を した 的 たは教科 的な の （ ークショッ ）

を する 各 と 生徒が の興 ・ に て 的に選 で る

③

各教員が を らした 、 的な ・教科 的な で 的活 （実 ・実

・工作・発表・ 等）を ので、 や 数等は以 の りで る

証

本年度 ての ークショッ で ったが、各 で教員 生徒 と に に取り

た 本 における生徒アンケートで 、「興 を って 的に参加で た」61 、「学

への興 ・ が高 った」52 で り、生徒から の が った は

の生徒への の や実施さ る の ・ 等に いてさらに してい た

い

講座名 内　　容
実施

時間数
申込人数

人前で発表する（「少年の主張」
の出場を目指そう）

　①作文（評論文）を書く。②人前で発表する。③発表を聞き、評価する。④内容を再考する。⑤奈良県「少年の主張」に原稿を送る。 ８時間 8名

数学を楽しもう 　高校の教科書では扱わない数学の問題に触れて、考えることを楽しみましょう。数学オリンピック参加者は必須。 ８時間 25名

Ｃ言語入門 　C言語でのプログラミングの基礎を学びます。 ６時間 21名

科学おもちゃの製作 　科学おもちゃを設計し、製作する。 ６時間 28名

大学への生物Ⅰ　～輪読（ゼミ）
を体験しよう～

　大学1，2年レベルの生物の本を読み、まとめて、発表します。まとめて、発表する力をつけるとともに、大学レベルの生物学の知識をつけ
ます。生物学オリンピックは50点以上とれれば上位１０％、60点以上とれば本選出場になります。本講座によって高校2年生での本選出場
を目指します。キャンベル生物学を発表担当の週は貸し出します。参考書を2冊購入します。

９時間 13名

香美師範の「実践護身術」教室
　何が起こるかわからない物騒な世の中になりました。自分と自分の大切な人を守れるような「技と心」を身に付けたいとは思いませんか？
「日本古来の武術の技」と「現代心理学」を応用した実践的な護身術を、楽しい実技を交えながら伝授します。

６時間 25名

人前で発表する（弁論大会に出
場しよう）

　①作文（評論文）を書く。②人前で発表する。③発表を聞き、評価する。④内容を再考する。⑤奈良県高等学校総合文化祭の弁論大会に
出場する。

８時間 4名

裁判所へ行こう
　裁判員制度が導入されたことにより、裁判が身近になった。知的財産の問題なども含め、コンプライアンツが重要な時代である。そのこと
を学ぼう。

８時間 15名

知恵の輪の数理（知恵の輪を
作ってみよう）

　大学で学ぶ数学分野の一つに、位相幾何学（トポロジー）がある。トポロジーを利用することにより、知恵の輪が解けるかわかる。実際に
知恵の輪をつくってみます。

６時間 18名

統計とデータ活用の基礎
　統計は身の回りの色々な現象をデータで解明してくれる科学の道具です。「科学の道具箱」を使って色々な科学の場面を統計で体験して
みましょう。

６時間 15名

里山学I　～青翔の森をつくる～ 　二上山の里山を舞台に、植生やそこに暮らす野生生物について学ぶ。また、里山保全に実際に取り組むことで、「青翔の森」をつくる。 ６時間 10名

SSH英語新聞 "Seisho Times"
を作成しよう①

　各学期の青翔高校・中学のハイライト（SSH関係イベントを中心に）を英語新聞 "Seisho Times"を作成し、WEB上で公開して青翔を世界に
発信しよう。

８時間 11名

青翔中学・高校のホームページ
英語版を作成しよう！

　青翔高校・中学は、タイ姉妹校との交流や海外研修をはじめ、海外とのつながりをどんどん広げています。そこで生徒諸君の力で青翔の
ホームページ英語版を作成して"SEISHO"を世界に発信しましょう。

16時間 20名

ドル・コスト平均は本当に有効か
　銀行等で、投資信託等の金融商品販売のパンフレットがよく置かれている。ドル・コスト方式（平均化法）が有効な投資法とよく書かれて
いるが本当か？日々変化する実際のデータをもとに計算して分析していこう。

８時間 18名

数学を体験、数学で挑む
　数学は論理的思考力を身に付けられる科目です。あなたの論理的思考力で数学のあらゆる問題に挑戦しましょう！教科書で扱うような
問題とはまた違った種類の問題を、パズルのような感覚で考えていきましょう。数学の新しい一面が見えてくると思います。

６時間 26名

ロボットを作ろう。動かそう。 　４足歩行のロボットを製作し、動作プログラミングをマイクロソフトのヴィジュアルベーシックを使って行います。 12時間 6名

プレゼンテーションにおける非言
語コミュニケーションの重要性と
実践

　論文発表などは内容が重要なのは当然ですが、人に伝えるには発表方法も大切です。非言語コミュニケーションとはアイコンタクト・ジェス
チャー・表情・話のテンポなどです。営業職のプレゼンテーション・商談の中でも用いられているこれらを身につけて、みなさんのプレゼン
テーションをより良いものにしていきましょう。

６時間 10名

大学への生物Ⅱ　～輪読（ゼミ）
を体験しよう～

　大学1，2年レベルの生物の本を読み、まとめて、発表します。まとめて、発表する力をつけるとともに、大学レベルの生物学の知識をつけ
ます。生物学オリンピックは50点以上とれれば上位１０％、60点以上とれば本選出場になります。本講座によって高校2年生での本選出場
を目指します。キャンベル生物学を発表担当の週は貸し出します。参考書を2冊購入します（1700円程度・大学への生物Ⅰと共通）。

９時間 10名

天体観測入門 　小型望遠鏡の仕組みを学習した後、望遠鏡を使って自分で月や惑星を観察してみましょう。また、月の写真撮影にもチャレンジします。 ６時間 51名

走力・跳躍力アップ講座 　速く走るためのポイントやコツを学ぶ。応用編としてハードル・跳躍にもチャレンジする。 ６時間 20名

SSH英語新聞 "Seisho Times"
を作成しよう②

　各学期の青翔高校・中学のハイライト（SSH関係イベントを中心に）を英語新聞 "Seisho Times"を作成し、WEB上で公開して青翔を世界に
発信しよう。

８時間 10名

ディベートを楽しむ
　ディベートとはある一つのテーマをめぐり、「肯定側」と「否定側」といった相対するグループに分かれ、一定のルールに従って討論を行うも
のである。一種の「知的ゲーム」といえる。

８時間 26名

里山学Ⅱ　～青翔の森をつくる～ 　二上山の里山を舞台に、植生やそこに暮らす野生生物について学ぶ。また、里山保全に実際に取り組むことで、「青翔の森」をつくる。 ６時間 12名
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ＳＣ サマーキャン

①

日 、 として 語の を 用し、 たは ルー で や作 に取り こと

で 語の 技 「 ・ ・ ・ す」を高 ることがで る の を効 的に

に える工 を がけることで、国 会に生 る 質の基 を養 ことがで る

② 研究

を 合 で、 語でコ ュニケーションをとりながら、最 日の レ ンテーショ

ンに けて な技 を、 なアクティ ティーを て に けてい 語 けの

に を ことで 語への 抗 をな し、 語を したコ ュニケーション の

を る

③

生徒 名、 語科教員 名、 Ｔ 名の ルー で、 語を しながらおよそ 10 の

に取り

回の に取り 、スモール レ ンテーションを

その 、 の生徒、 語科教員 たは Ｔからフィー バックを受け、 回への に

ててい

最 日に、そ でに学 知 やテクニックを し、パ ー イントを用いて最

レ ンテーションを

全ての の最 に生徒アンケートを い、合 を てどのよ な が いたと実 で

るかを する

証

合 中、生徒が進 で に取り が に ら た 最 は Ｔの先生 に しか

けら て 張して 対 で なかった生徒 、 に活 をする中で 解け、 極

的に質 するよ になった 度 レ ンテーションとフィー バックを り し、合

半では を って で がで るよ になっていったよ に える

合 のアンケートでは、半数の生徒が「 語でのコ ュニケーション 」「 語で す

」が したと回 した いで多かったのが「リスニン 」で った このことから、

合 を てコ ュニケーションの基 となる「 す、 」 が したと考えら る

た少数では るが「 レ ンテーション 」「 いたいことを える 」など、

に の考えを理解して ら た のスキルの を る生徒 いた コ ュニケーシ

ョンを に進 るた の 成さ たと える で、「 語を り さなかった」

とい 数名の回 が った ではど して 日本語で をしてし など、 語

けの りへの ら た の としたい

生徒アンケートの結
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観 会

①

地で を観 しながら の を いたり、実 に化 を 取したりする を し

て知 と技 を 実に し、事 学 により 的に調 、 化・ 合化する を こ

とがで る 事 学 では 取した化 に しての や などのリテラシ

ーが養 、学年を たい にすることによりコ ュニケーション や する

などのコンピテンシーを養 ことがで る

② 研究

本校の地学や生物 教員が となり、教科・科 に ら ない の 学 を さ

ることが らいで る 実施 は 取した 化 や植物の を参考にして調 学 をし、

奈良県の地 や植物の生 ・ 類に いて学 た、 により先 から へ知 や

技 を える経 を してコ ュニケーション を高 る 本年度は中学 年生から高校

2 年生 でが参加したた 、中学生には かりやす 、高校生はその を高 て 的な

興 ・ を育 よ な 明の を考えた 参加した生徒のアンケートや 、取 の

子から を 証する

③ 実施 ：テーマ「 化 の 生物観 」

実施日 平成 28 年 4 月 30 日（ ） 8：30～16：30
実施場所 平 （奈良市都 ）

文（地学）・生 子（生物）・ 子（生物）・水本 （生物）

参加生徒 中学 1 年生 子 9 名、 女子 4 名、 13 名

中学 2 年生 子 1 名、 女子 4 名、 5 名

中学 3 年生 子 2 名、 女子 1 名、 3 名

高校 1 年生 子 14 名、女子 3 名、 17 名

高校 2 年生 子 3 名、 女子 0 名、     3 名 合 41 名

     8：30 本校 合 し りバスに

10：30 バス 観

12：30 平 入 場

13：00 平 入 場出発 観

16：30 神 およ 本校 で 解

バス でバスを り、 平 入 場に か 中、奈良県 の天 物で

る カ や 、 生溶結 の ら る で奈良県の地 やこ らの地 ・

の成り に いて 明をした をとった 、 に入り の にてイ ラ

シラトリ イやツキ イモ キ等の化 を して した

参加生徒アンケート・

発的な 機を って参加する生徒が 8
を た 参加生徒の 8 は「知 が に

いた」などの らかの 成 を て し

ていた た、 成の工 により、「 の

ながりや科学的な がで た」との

的な回 が多かった 「 のことに い

て 、 っと知りたい、経 したい」とい

知 が えた
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星 観 会

①

星 に し 機会を やすことにより、 への興 ・ と科学的 考 を高 、 ら

探究する を に ける生徒が育

② 研究

本 事では、参加 生徒数の 化を調査することは 論のこと、 の生徒の興 ・

の質的高 りに いて、参加生徒を対 としたアンケートにより 証する

③

中学校を 全学年の を対 として、 年度は年 2 回、平日の に星 観

会を実施した 実施 や回数に いては、 性の る天 や惑星の観測の 機、月 な

どの天文 件と学校 事との り合 により た としては、い の回 、

教 でコンピュータ フトを用いて 日の星 の解 をした と、 たは中 に出て本

校の 径 20cm のシュ ットカセ レン で月・惑星や星 ・星 の観 を った

実施

第 回 ・日 平成 28 年 05 月 10 日（ ）18：30～20：30 天気：

・ の星 の観 、天 による月や 星などの観測

・参 加 中学校・高等学校全学年 生徒 75 名

・ 本校教 文 、 秀 、 文

第 回 ・日 平成 28 年 09 月 23 日（ ）18：00～20：00 天気： り

・ の星 の観 、天 による 星や 星などの観測

・参 加 中学校・高等学校全学年 生徒 39 名

・ 本校教 文 、 秀 、 文

証

年度の参加 数は、 114 名と 最高になり、生徒の 科学に対する興 ・

の高 りが実 で た 本事 の は、やはり天 で る 年度は、 天 に えて

数の 日の中から実施日を したが、い の日 天・ 天となり、生徒の 度

は した の学校 事との 合いで、こ 以 の実施日 は しいた 、 天率の

高い での実施を したい た、 り し参加している生徒からは、 の が 年

で るとの を受けており、来年度はマン リからの を りたい

（第 1 回 75 名、第 2 回 39 名）
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各種オリンピック・学会発表等

① 科学オリンピックなどへの参加

・物理チャレンジ 参加生徒：高校生 名 中学生 名

・地学オリンピック 参加生徒：高校生 名 中学生 名

・生物学オリンピック 参加生徒：高校生 名 中学生 名

・数学オリンピック 参加生徒：高校生 名

② 平成 年度の学会発表

・日本地球惑星科学連合 年大会高校生セッション

実施日： 年 月 日 実施場所：千葉県幕張メッセ 参加生徒：高校生 名

発表件数： 本

・第 回マス・フェスタ～全国数学生徒研究発表会～

実施日： 年 月 日 実施場所：京都大学 参加生徒：高校生 名

「知恵の輪が解けないことの証明」

・日本菌学会

実施日： 年 月 日 実施場所：京都大学 参加生徒：高校生 名

「カキ炭疽病菌やイチゴ炭疽病菌に対する抗菌性物質の探索」

・平成 年度ＳＳＨ生徒研究発表会（文部科学省・科学技術振興機構）

実施日： 年 月 日～ 日 実施場所：神戸市 参加生徒：高校生 名

「有孔虫を用いたツバル救出における物理的効率性」

・ ＩＣＴ

実施日： 年 月 日 実施場所：タイ王国チョンブリ 参加生徒：高校生 名

「送りバントの有効性」

・奈良ＳＳＨフェスティバル

実施日： 年 月 日 実施場所：奈良先端科学技術大学院大学 参加生徒：高校生 名

「植物の成長を促進する新奇化合物の探索」「2 種類の溶質の混合水溶液から結晶を作る！」

・日本農芸化学会 ジュニア農芸化学会

実施日： 年 月 日 実施場所：京都女子大学 参加生徒：高校生 名

「気孔が語り出す、御所柿のおいしさの秘密」

・ 年度 第 回日本物理学会 セッション

実施日： 年 月 日 実施場所：大阪大学 参加生徒：高校生 名

・第 回日本天文学会ジュニアセッション

実施日： 年 月 日 実施場所：九州大学伊都キャンパス 参加生徒：高校生 名

発表件数： 本

③ 論文コンテスト受賞作品

・第 回日本学生科学賞中央審査 入選 等「日本のモモのルーツに迫るⅢ」

・第 回日本学生科学賞奈良県審査

最優秀賞知事賞「日本の桃は朝鮮半島経由でやって来た！」

最優秀賞県教育委員会賞「有孔虫を用いた養浜の製作によるツバル救出とその効率性」

最優秀賞商工会議所連合会長賞「多色トランジット観測による系外惑星の半径算出」

優秀賞 本 佳作 本

・南極北極コンテスト

優秀賞「南極と北極のコケと凍化植物からタンパク質以外の氷結阻害物質を取り出す」

「昭和基地とその周辺の大気中の微生物調査」

・サイエンスキャッスル

研究奨励賞「日本の文化復活 」「少子化対策を考える」
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本校の研究開発課 は、「科学のアトリエ －奈良から へ翔る科学 グローバル

育成プログラム」の研究開発である。この研究開発課 を 行するために、「青翔スパイラ

ルアップ・プログラム（ＳＳ ）」、「青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム

（Ｓ ）」及び「青翔エクス リエンス・ラーニング・プログラム（Ｓ ）」の つ

のプログラムを体 的に結びつけた取組を 進する。以 に、各プログラムと ・行事と

の 体的な関 やそれらの の方法について べる。

青翔スパイラルアップ・プログラム（ＳＳ ）

本プログラムは、自ら探究する 、 え う の育成をめ す体 的な体 探究プ

ログラムである。 体的には「スーパー探究科学」の において、探究の方法を した

で、 を立てて実 ・ を計画し、実 し、 し、改善するといった Ａサイ

クルを した体 的な学 により、自ら探究する 、 え う を育成することを目的と

している。また、スパイラルアップとは、「スーパー探究科学」での探究 ベルが、これら

以外の学校設定科目、理数科の 教科や普 教科での学 を としてら ん的な高まりを

ることを意味している。また、実施において中高のカリ ュラム 続の研究も行う。

方法としては、「スーパー探究科学」の展開内容が であるかの 、大学や

との を に行えているかの 、「スーパーサイエンス英語」等の他の教科・科目と

的に ができているかの 等が げられる。また、今年度は本校独自作成テ スト『ス

ーパー探究科学参考資料≪基礎・基本編≫』の改訂と、『スーパー探究科学参考資料≪研究・

発展編≫」のさらなる活 と他校への普及を行う。

青翔グローバル・コミュニケーション・プログラム（Ｓ ）

本プログラムは、ＳＳＨ第 期の学校設定科目「スーパーコミュニケーション英語 ・ 」

を発展・深化さ 、新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」及び「グローバルコミ

ュニケーション」として開設し、科学 を とした英語活 の 化に関する研究及

び実 、中学校「英会 」との 続の研究を行う。また、海外研修・タイの姉妹校との交流

や共同研究等を して、表 かな英語を いて 確に や自分の考えを え う を

う。

方法としては、展開内容や教 開発についての 、外国 講 との の 、「ス

ーパー探究科学」や の「コミュニケーション英語」との体 的な 等が げられる。

青翔エクス リエンス・ラーニング・プログラム（Ｓ ）

ＳＳＨ第 期の学校設定科目「スーパーアナライズ数学」をＳＳコースだけではなく第

学年の全生徒に 修さ 、生活と数学との関 りを とし、数理科学的思考 を う方法

についての研究、実 及び中学校「統計」との 続の研究を行う。また、新たな学校設定科

目「スーパーロジック国語」を開設し、体 したことを表 する過 を して 理的思考

や表 を う方法の研究と実 を行う。さらに、ＳＳＨ 期目のＳＳコース対象の学校設

定科目「スーパー ール ワーク」及び「スーパーものづくり」の成果を活かし、全ての

生徒が自らの興味・関心に応じて選択できる課外活動プログラム「青翔アラカルト・ワーク

ショップ（ＳＡＷ）」を新設し、その研究と実 及び「スーパー探究科学」との を行う。

方法としては、「スーパーアナライズ数学」と「スーパーロジック国語」について、展

開内容や教 開発についての 、大学等との の 、 の「理数数学」や「国語

」・「 」との体 的な の 等が げられる。また「ＳＡＷ」についても、展

開内容や教 開発についての 、 及び大学等との の 等が げられる。今後、

ジ リックテスト等による生徒のリテラシーやコンピテンシーの分析も行う 定である。
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アンケート結果

ＳＳＨの取組に参加したことによる科学 に対する興味・関心・意欲への 定的(大変 し

た・やや した) の  

 
 

ＳＳＨの取組に参加したことで した事 （Ａ ）
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クラス に る 来 きたい  
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B. 科学 、理科数学の理 理への興味

C. 理科実 への興味

D. や への興味

E. 学んだことを応 することへの興味

F. 会で科学 を しく いる

G. 自分から取り組

H. と して取り組

I. り く取り組

J. 独自なものを り そうとする

K. 発 する

L. 問 を する

M. 実を探って らかにしたい

N. 考える

O. 成果を発表し える

P. 国際
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考

年度までは 査の対象がＳＳコースの であったが、新たに第 2 期目としてＳＳＨの指

定を受けたため、ＳＳの対象が全クラスとなった。したがって、それに いアンケート 査

も全クラスが対象になっている。ＳＳＨの取組に参加したことによる科学 に対する興味・

関心・意欲への 定的(大変 した・やや した) について、ＳＳコースと理数コースの

ではＳＳコースの方が高い数 を していることが分かる。本校ではＳＳＨに関する取組

について、新 やテ 、Ｗ な によって広 活動をしてきた。そのため、本校の

を理 した で、本校に入学した生徒が多いと考える。 にＳＳコースの生徒はその が

い。これが理数コースの生徒より科学 に対する興味・関心が高い であると考えら

れる。ただし、理数コースにおいても 50 を えており、全体的に科学 に対する興味・

関心は高いと思 れる。 
ＳＳＨの取組に参加したことで した事 (A P)について ると、ＳＳコースが の

目においても 定的な意 の が高い。 に 3 年ＳＳコースはい れの 目も高いことが

うかがえる。ＳＳコースの生徒は探究活動において大学の先生や の方から 指導や

を受けたり、校外での学会に 的に参加したりしてきた。それらの体 や から学ん

だことや た自 が、このような結果に がったと する。理数コースとＳＳコースの

では、 に な いが られる事 の つに「P 国際 」が げられる。ＳＳコースで

は、海外研修や国際学会への参加、英語でのア ストラクトの作成な 、英語に れる 会

が理数コースより多いため、英語の や を じたのではないかと思 れる。

選択については、い れも理 の を考えている生徒が多いことが分かる。ＳＳコースの

生徒には に、ＳＳＨの取組が理 の 選択に く を えている。 
ＳＳの対象が全クラスとなって 年目であるため、ＳＳＨ指定 1 期目と べ、大きな変化

はまだ られない。しかし、アンケート 査の結果から、 を んだり、英語で発表した

り、学会に参加したりするな 、探究活動を して な を ことが科学 に対す

る興味・関心を めるだけでなく、理 の進 にも大きく を えることが分かった。第

2 期目となるＳＳＨの指定を受け、対象が全クラスとなったいま、今後ＳＳＨの取組が生徒

に える に大いに期 するとともに、さらなる理 育成に を入れていきたい。 
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ＳＳＨとしての活動が、教員の考え方に のような効果をもたらしているか。過 年間

の教員 けアンケート結果をもとに考えて る。

ＳＳＨの取組において、学 指導 よりも発展的な内容について したか。

過 年分のデータを ると、高校の学 指導 よりも発展的な内容を して生徒を指導

している教員が えていることが える。この 年間で、より高度な内容を探究活動に取り入れ

ようと意 する教員が えていることが かる。また他のアンケート 目からも、教科・科目を

越えた教員の の 度も しており、全教科体 でＳＳＨ事 に取り組んでいることが

かる。

ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の科学 に対する興味・関心・意欲は したと思う

か

大多数の教員が、ＳＳＨの取組により生徒の科学 に関する興味・関心や探究の学 に対す

る意欲が していると実 しているようである。その も 年間で 加 であり、探究活

動の活 化が進んでいることが える。
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ＳＳＨの取組に参加したことで、生徒の と して取り組 は したと思う

か

多くの教員は、ＳＳＨの取組を して、生徒が と して取り組 が したと実 し

ている。平成 年度の 査では、 の教員が 定的な をしている。

ＳＳＨの取組に参加したことで、自分から 体的に 取り組 は したと思うか

先 の 3 の 目と同 に多くの教員が生徒の自分から取り組 が したと実 してい

る。 年度では 半数の教員が大変 したと している。最 では の教員が 定的に

している。 体的かつ 動的に取り組 のもと、 と して課 の に取り組

本校の探究活動は、まさに 科学 が するアクテ ・ラーニングであり、本校は全生徒

にそれを実 している。アンケート結果からも、ＳＳＨの認定を受けてからのこの 年間で、さ

らに充実してきたことが える。
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本校では、ＳＳＨ事 の目的を十 分に 成するため、学校長の 導のもと、事 員を

全 員が となって事 進に取り組んでいる。また校内に、研究開発の となるＳＳＨプロ

ジ クト会議を設 する か、ＳＳＨ の な のために理数ＳＳＨ を いている。ま

た、学 や広く からの意 を くため、ＳＳＨ 指導委員会及び学校 議員会をそ

れ れ年 開 している。

指導委員 奈良教育大学 学長 長  
奈良教育大学教育学 理科教育教
奈良教育大学教育学 数学科教育 教  良
奈良 大学理学 生 科学科教 本
奈良 大学理学 化学科教 中  
奈良 大学理学 理学科教 内
奈良 大学大学 間 化研究科教  

大学大学 理学研究科生 科学 教  実 
大学基礎 理学研究所 教
品工 会 取 役会長

奈良県高 日 教育委員会教育長 中  
理 関 奈良県教育委員会事 学校教育課指導 事 長  

本校 校長、教 （中学・高校）、事 長、理数ＳＳＨ 長、教 、 
進 指導 事、理数ＳＳＨ 長（ 名）、理数ＳＳＨ 員（ 名） 

スーパーサイエンスハイスクール研究開発の中心となる会議である。
校長、教 （中学・高校）、事 長、理数ＳＳＨ 長、理数ＳＳＨ 長 名、理数ＳＳＨ
員 名、教 、進 指導 事、各教科 からなる。 

、奈良県教育委員会 

学校 議員会 

分  会 議 

ＳＳＨプロジ クト 進体  
全校体 で取り組 ため、事 員を 

全 員がい れかの に する。

 
・ 理  

 
ＳＳＨ事 全 の計画・
各種国内研修の 画・立
海外研修行事の 画・立
他分 ・科目間の

指導委員・県教委との
ＳＳＨ研究開発 書の作成

の作成
Ｓ 県教委との

 

査・研究  
 
カリ ュラム・シラバスの
ＳＳＨ科目の指導法・ の研究
『Ｓ探究科学 』の作成
各種アンケートの実施・
ＳＳＨ生徒委員会の指導等
青翔 ンジ イント 理 
『不思議ノート』及び探究活動
のデータベース化の研究 

広 ・ 外  
 
大学や研究 関等との
海外姉妹校との
学校・中学校への広 等

科学 との
本校Ｗeb ージの更新
『青翔ＳＳＨ新 』等の作成 

関との ・資料作成
 

校  長 

教 （中学・高校） 

 員 会 議 

事  長 

教 科 会 議 

学 年 会 議 

理数ＳＳＨ （ 長 名、 長 名、 員） 

― 51 ―



 

本校ＳＳＨ第 期の最大の成果である学校設定科目「スーパー探究科学」における本校独

自の効果的な探究活動の指導法について、さらなる研究開発を継続するとともに、他のＳＳ

Ｈ校への成果の普及を図る。

『スーパー探究科学指導資料≪基礎・基本編≫』及び『スーパー探究科学指導資料≪研究・

発展編≫』の改訂を進めるとともに、他のＳＳＨ校をはじめ多くの高等学校等に配付する。

生徒が日常生活の疑問点を書き留めた『不思議ノート』を分析し、それをデータベース化

することで、探究活動に役立てる指導を行う。

今年度から始めた中学 3 年生への課外活動「理科探究」及び「数学探究」について、担当

教員や生徒へのアンケートを分析し、指導計画や指導内容を改良する。

新たな学校設定科目「スーパーサイエンス英語」について、今年度の取組の成果を踏まえ、

改善点を確認することで、さらなる発展を目指す。また、平成 30 年度から実施する学校設定

科目「グローバルコミュニケーション」の準備を行う。

タイの姉妹校との交流については、本校生徒の訪問は今年度が 3 年目ということもあり、

研修内容もかなり充実してきた。今後は、両校間の共同研究についても模索していきたい。

また、タイ生徒の受け入れについては、今年度初めて本校生徒宅へのホームステイを実施し

たことで、両校の生徒間により深い絆が生まれた。今後もこの形を踏襲したい。

以外の海外研修においては、今年度ハワイからアメリカ西海岸に変更したが、生徒への

アンケート結果等に基づき、より研修効果の高い訪問先を選定したい。

学校設定科目「スーパーアナライズ数学」について、対象生徒を学年全体に広げ、単位数

を 2 単位に拡大したことで、パソコンによる統計処理の指導が十分行えるようになった。今

後は、生徒へのアンケートを参考にして、さらに指導内容の充実を図りたい。

平成 30 年度から実施する学校設定科目「スーパーロジック国語」に対する準備を行う。

生徒が自己の興味・関心に応じて講座を自由に選択できる課外活動である「青翔アラルト・

ワークショップ（ＳＡＷ）」については、教科・科目の枠を越えて多くの教員が講座を開講

した。その結果、過半数の生徒が意欲的に講座に参加し、学んだ分野への興味・関心を高め

ている。今後は生徒への講座の紹介の仕方や実施される講座の時期・内容等についてさらに

改善していきたい。

年度

第 期 年次

年度

第 期 年次

年度

第 期 年次

年度

第 期 年次

年度

第 期 年次

年度

第 期 年次

各種学会発表生

徒数 延べ
－ 3 名 23 名 67 名 72 名 70 名 

科学オリンピック参

加生徒数延べ
88 名 88 名 104 名 137 名 94 名 95 名 

日本学生科学賞

奈良県審査入賞

作品数

 
 
優秀賞 2

佳作 2

 
 
優秀賞 3

佳作 2

知事賞

佳作 2

知事賞

県教育委員会賞

 
優秀賞 1
佳作 3   
学校賞

知事賞

県教育委員会賞

 
優秀賞 4
佳作 2
学校賞

 

知事賞

県教育委員会賞 
商工会議所会長賞

優秀賞 2
佳作 2   
学校賞

国際交流実施状

況  内は参加

生徒数

－

ハワイ訪問 8 ハワイ訪問 8
タイ来日 3

ハワイ訪問 6
タイ訪問 8
タイ来日 8

ハワイ訪問 8
タイ訪問 8
タイ来日 8

アメリカ訪問 12
タイ訪問 8
タイ来日 8
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平成28年度における中学校第１・２・３学年 及び 高等学校第１・２・３学年の教育課程表

青 翔 中 学 校 青 翔 高 等 学 校（ 理 数 科 )

コース・ ｽｰﾊﾟｰ 理数 ｽｰﾊﾟｰ 理数 ｽｰﾊﾟｰ 理 数 ｺｰｽ
学 年 区分 標 型 ｻｲｴﾝｽ ｻｲｴﾝｽ ｻｲｴﾝｽ

準 ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ ｺｰｽ 自然科学 人間科学
単 学教 科 教 科 位 １ １ ２ ２ ３ ３ ３１ ２ ３ 数 年科 目 （１） （２） （１） （２） （１） （１） （１）

国 語 総 合 4 ４ ４

国 語 表 現 3
(4) (4) (3)

現 代 文 Ａ 2
国 語 140 140 105 国 語

現 代 文 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ４
時間 時間 時間

古 典 Ａ 2

古 典 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ２

世 界 史 Ａ 2 ２ ２

世 界 史 Ｂ 4

地 理 日 本 史 Ａ 2

(3) (3) (4) 歴 史 日 本 史 Ｂ 4 ウ４

社 会 105 105 140 地 理 Ａ 2

時間 時間 時間 地 理 Ｂ 4 ２ ２ ２ ２ ２

普 現 代 社 会 2 ２ ２

公 民 倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

保 健 (3) (3) (3) 保 健 体 育 7～ 8 ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２
105 105 105

各 体 育 時間 時間 時間 各 通 体 育 保 健 2 １ １ １ １

(1.3) (1) (1) 音 楽 Ⅰ 2
音 楽 45時間 35時間 35時間

芸 術 美 術 Ⅰ 2 ２ ２
(1.3) (1) (1)

美 術 45時間 35時間 35時間 書 道 Ⅰ 2

教 ｺﾐｭﾆｹーｼｮﾝ英語基礎 2

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅰ 3 ２ ３

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅱ 4 ３ ３

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅲ 4 ４ ４ ４
(5) (5) (5)

科 英 語 表 現 Ⅰ 2 ２ ２
外国語 175 175 175 外国語

英 語 表 現 Ⅱ 4 ２ ア４ ２ ２
時間 時間 時間

英 語 会 話 2 ２
教 教

科 学 英 語 2

ｽー ﾊ゚ ｺーﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅰ 2 ２

ｽー ﾊ゚ ｺーﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ英語Ⅱ 2 ２

家 庭 基 礎 2 ２ ２

技 術 (2) (2) (1) 家 庭 家 庭 総 合 4

・ 70 70 35 生活デザイン 4

家 庭 時間 時間 時間 社 会 と 情 報 2 ０ ０
情 報

情 報 の 科 学 2

普 通 教 科 ・ 科 目 小 計 16 17 18 18 14・18 14 18・22

科 (5) (4) (5) 科 理 数 数 学 Ⅰ 4～ 8 ４ ４

数 学 175 140 175 理 数 数 学 Ⅱ 6～15 ５ ５ ３ ３ ３

時間 時間 時間 理数数学特論 3～ 8 ア４ ４

理 数 物 理 4～ 9 ２ ２ ２ ２

専 理数物理特論 3～ 4

理 数 化 学 4～ 9 ２ ２ ２ ２

理数化学特論 3～ 4 ４ ４ ４ ４ ウ４

理 数 理 数 生 物 4～ 9 ２ ２ ２ ２
(4) (5) (5)

門 理数生物特論 3～ 4
理 科 140 175 175 ４

理 数 地 学 4～ 9
時間 時間 時間

課 題 研 究 2～ 4 ２ ２ ２

ｽｰﾊﾟｰﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ※ 1

教 ｽー ﾊ゚ ｰものづくり※ 1 ※１

探 究 科 学 3

ｽｰﾊﾟｰ探究科学 4 ２ ２

ｽー ﾊ゚ ﾛーｼ゙ ｯｸ国語 2

科 ｽー ﾊ゚ ｱーﾅﾗｲｽ゙ 数学 1 ２ ２

ＳＳＨ ｽー ﾊ゚ ｻーｲｴﾝｽ英語 1 １

ｸ゙ ﾛー ﾊ゙ ﾙｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ 1

ｽｰﾊﾟｰ探究科学 4 ２ ２

専 門 教 科 ・ 科 目 小 計 15 14 14 13 13・17 17 9・13

総合的な (1.4) (2) (2) 総合的な学習の時間
1 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3 ※1/3

学習の時間 50時間 70時間 70時間 「奈良TIME」※

(1) (1) (1)
道 徳 各 教 科 ・ 科 目 等 計 31+1/3 31+1/3 32+1/3 31+1/3 31+1/3 31+1/3 31+1/3

35時間 35時間 35時間

(1) (1) (1)
特別活動 特 別 活 動 ホームルーム活動 １ １ １ １ 1 1 1

35時間 35時間 35時間

(４) (４) (４)
青翔ﾀｲﾑ 合 計 32+1/3 32+1/3 33+1/3 32+1/3 32+1/3 32+1/3 32+1/3

140 140 140

合 計 (36) (36) (36) ＊ 総合的な学習の時間「奈良TIME｣は、３年間で１単位を履修する。
1260 1260 1260 ＊ 情報「社会と情報」(2単位)は、「ｽｰﾊﾟｰｱﾅﾗｲｽﾞ数学」(1年の1単位)、「ｽｰﾊﾟｰ探究科学」(1年の1単

位)の計2単位で代替する。
＊月２回の土曜授業（午 ＊ スーパーサイエンスｺｰｽ１年生の外国語「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ」(3単位)のうち1単位は、「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ英語」(1
前中４限授業）を行う。 注 単位)により代替する。

注 ＊「スーパーものづくり」は、夏期集中特別講座とする。
＊ 理数コースでは、３年次より「自然科学型」と「人間科学型」に類型分けをする。
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表紙写真について

表表紙は、平成 年 月 日～ 日に行った「ＳＳアメリカ西海岸研修」に参加した

本校第 学年生徒が撮影した写真を中心に構成しています。

裏表紙のポスターは、ＳＳコース第 学年生徒が、平成 年 月 日に京都大学で開催

された日本菌学会高校生ポスター発表で優秀ポスター賞を授与されたものです。

文部科学省研究開発校 
スーパーサイエンスハイスクール 

研究開発実施報告書 

平成２８年度指定（第１年次） 
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